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2議会だより
日野町議会

2025.５.15

１．未来を担うひとづくり 
〇出産前から新社会人までの切れ目のない支援の推進
〇子育てにやさしい風土づくり
　町の将来を見据えた、幼児教育・保育施設の持続可能な体制
整備への取り組みなど
〇生涯にわたる学びと活躍の推進
　公民館活動・国民スポーツ大会の運営・文化財の保存と保護・
子ども読書活動の推進・図書館運営・文化の振興など

２．暮らしを支えるしごとづくり 
〇生活の基盤となる町内産業の持続発展
〇まちの魅力を活かした賑わいの創出
　ふるさと納税制度を通じた地元の特産品振興、地域に根差した
地場産業の発展など

３．安心、助け合いのくらしづくり 
〇健やかで思いやりのある地域共生社会の形成
〇人と豊かな自然との共生
　高齢者や障がいのある方を含め、誰もが地域で居場所を持ち、
安心して暮らせるための重層的支援の推進など

４．住みたくなる都市基盤づくり 
〇災害や危機への備えの強化
〇居心地のよい都市環境の整備
　公共交通の充実による住民の利便性向上、わたむき自動車
プロジェクトの推進など

５．みんなではぐくむ地域づくり 
〇住民が主人公の地域形成
〇時代の変化に柔軟に対応できる行財政運営
　住民の利便性の向上と行政事務の効率化を図るための自治体
ＤＸの推進など

質疑・討論・採決
　3月12日、13日の２日間にわたり予算特別委員会を開催。「令和６年度一般会計補正予算（第10号）」
「令和７年度一般会計予算」について審査を行いました。

Ｑ． 私立保育園の公費負担率について、どのような仕組みになっているか。
Ａ．�歳出負担率は国が１/２、県が１/４、残り１/４は町の一般財源と利用者の保育料となる。
Ｑ． 日野町保育士等奨学金返還支援事業補助金が減額になった理由は何か。また保育士になりたい人の数は

減ってきているのか。
Ａ．�この補助金は奨学金を借りた人限定で、今年度の申請者が見込みより少なかったためである。また保育
士になりたい人の数は、学生の時点ですでに減ってきている。

Ｑ． 基幹統計調査事業で、統計調査員は大変な仕事だが、なり手の状況はどうか。
Ａ．�現在27～28名の調査員がおられるが、様々な事情で長期間の従事が難しくなってきた。
Ｑ． 日野町空家等除却事業補助金の内容とはどのようなものか。
Ａ．�令和６年度から国の交付金を受けて特定空家等に対する解体補助を出している。上限は80万円として
おり、今年度１件の利用があった。

Ｑ． スポーツ教室では指導者が見つかりにくいようだが、現状はどうか。
Ａ．�指導者については長年同じ人にお願いしているが、若い世代の人材育成や発掘も必要と考えている。
Ｑ． 第４期日野町教育振興基本計画と第５次日野町子ども読書活動推進計画のパブリックコメントがおこ

なわれているが、新年度予算に計画は反映されているか。
Ａ．�第５次日野町子ども読書活動推進計画では、学童保育所や学校図書館への取り組みを充実させたい。新
年度予算で小学校の学級文庫の充実のため、巡回図書の購入費用や学校図書館支援用図書の購入費を計
上している。

Ｑ．�国民スポーツ大会に皇室の方々が来られた場合の対応についてはどうか。
Ａ．�皇室の方々が来られる際の警備や控室等に関しては、教育委員会生涯学習課を中心に準備を進めている。

議第19号　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。
議第25号　賛成多数で可決すべきものと決しました。

付託議案 ２件
●議第19号　令和６年度日野町一般会計補正予算（第10号）
●議第25号　令和７年度日野町一般会計予算

一般会計予算は前年度比７億1,500万円(7.2％ )の増となる106億5,000万円の大型予算が提案されま
した。

収入面では一定の税収の増が見込めるものの物価高騰による経常経費の増加と、社会保障関係費の伸
び、職員の給与改定等に伴う人件費の増など、それを超える歳出の伸びのある厳しいものでした。また、
子育て施策の充実、生活基盤整備や産業振興、持続可能な地域づくりに向けた自治会支援や国民スポーツ
大会など必要とされる経費も盛り込まれた内容でした。委員会では分野ごとに説明を受け、町の発展と課
題解決、また住民福祉の向上のために、慎重な審査を行いました。 

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果

令和7年度一般会計予算は賛成多数で可決
～予算規模は初めて100億円を超え106億5千万円に～

　令和７年度一般会計予算では、高齢者の補聴
器購入費助成などの予算を計上していただい
たが、子育て支援の予算ではアピールできるポ
イントがない。新しい認定こども園の詳しいこ
とも計上されておらず、少子化対策に向けた取
り組みのポイントがないため反対する。

　令和７年度一般会計予算に賛成の立場から
討論を行う。これは決算ではなく予算である。
子育て政策あるいは幼児保育に対して取り組
む予算であるため、計画もしっかりと具体化
して取り組んでいただきたいという思いを込
めて、この予算に賛成する。

予算特別委員会

《反対討論》 《賛成討論》
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子ども読書活動の推進・図書館運営・文化の振興など
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〇まちの魅力を活かした賑わいの創出
　ふるさと納税制度を通じた地元の特産品振興、地域に根差した
地場産業の発展など

３．安心、助け合いのくらしづくり 
〇健やかで思いやりのある地域共生社会の形成
〇人と豊かな自然との共生
　高齢者や障がいのある方を含め、誰もが地域で居場所を持ち、
安心して暮らせるための重層的支援の推進など
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Ｑ． 日野町保育士等奨学金返還支援事業補助金が減額になった理由は何か。また保育士になりたい人の数は
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Ａ．�この補助金は奨学金を借りた人限定で、今年度の申請者が見込みより少なかったためである。また保育
士になりたい人の数は、学生の時点ですでに減ってきている。

Ｑ． 基幹統計調査事業で、統計調査員は大変な仕事だが、なり手の状況はどうか。
Ａ．�現在27～28名の調査員がおられるが、様々な事情で長期間の従事が難しくなってきた。
Ｑ． 日野町空家等除却事業補助金の内容とはどのようなものか。
Ａ．�令和６年度から国の交付金を受けて特定空家等に対する解体補助を出している。上限は80万円として
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Ｑ． スポーツ教室では指導者が見つかりにくいようだが、現状はどうか。
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年度予算で小学校の学級文庫の充実のため、巡回図書の購入費用や学校図書館支援用図書の購入費を計
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議第19号　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。
議第25号　賛成多数で可決すべきものと決しました。

付託議案 ２件
●議第19号　令和６年度日野町一般会計補正予算（第10号）
●議第25号　令和７年度日野町一般会計予算

一般会計予算は前年度比７億1,500万円(7.2％ )の増となる106億5,000万円の大型予算が提案されま
した。
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提出された議案と結果 〇賛成　×反対

第１回臨時会（２月３日）
●全員賛成とした案件

第２回定例会（３月３日～24日）
●全員賛成とした案件

●賛否が分かれた案件
議案審査を付託された委員会	
【予算】予算特別委員会	 	 【総務】総務常任委員会	
【産建】産業建設常任委員会	 【厚生】厚生常任委員会

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第１号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第９号） ー

番号 議 員 提 出 議案
議第35号 日野町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第２号 町道の路線の認定について 産建
議第３号 日野町地域経済牽引事業促進区域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定について 産建
議第４号 日野町防災基盤整備事業分担金徴収条例の制定について 総務
議第５号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 総務
議第６号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 総務

議第７号 特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 厚生

議第８号 日野町職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例および日野町職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第９号 日野町職員の休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第10号 日野町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 総務
議第11号 日野町保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第12号
日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
および日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

厚生

議第13号 日野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第14号
日野町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例および日野町
指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

厚生

議第15号 日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第17号 日野町布設工事監督者の配置および資格ならびに水道技術管理者の資格を定める条例の
一部を改正する条例の制定について 厚生

議第18号 日野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第19号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第10号） 予算
議第21号 令和６年度日野町介護保険特別会計補正予算（第４号） 厚生
議第22号 令和６年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 厚生
議第23号 令和６年度日野町水道事業会計補正予算（第１号） 厚生
議第24号 令和６年度日野町下水道事業会計補正予算（第２号） 産建
議第27号 令和７年度日野町介護保険特別会計予算 厚生
議第28号 令和７年度日野町後期高齢者医療特別会計予算 厚生
議第29号 令和７年度日野町西山財産区会計予算 総務
議第30号 令和７年度日野町水道事業会計予算 厚生
議第31号 令和７年度日野町下水道事業会計予算 産建

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第32号 日野町議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ー
議第33号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ー
議第34号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第１号） ー

番号 提 出 議 案 付託先 結　果 錦
戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第16号 日野町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第20号 令和６年度日野町国民健康保険特
別会計補正予算（第５号） 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第25号 令和７年度日野町一般会計予算 予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第26号 令和７年度日野町国民健康保険特
別会計予算 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

請願第４号 学校給食の充実と無償化を求める
請願 総務 採択

委員会の結果である「採択」とすることに対して
〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 × ／

付託議案 ８件 
●議第4号　日野町防災基盤整備事業分担金徴収条例の制定について
　防火水槽の新設および小型動力ポンプの購入事業について分担金の徴収に関する事項を定めるもの。

●議第10号　日野町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　人事院勧告等に準じて給料、扶養手当等を改め、地域手当を追加し、その他所要の措置を講ずるもの。

●請願第4号　学校給食の充実と無償化を求める請願（継続審査）
　12月議会から引き続いて審査を行いました。

質疑・討論・採決
議第4号の他7件　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

�請願第4号　�質疑での論点は、請願者の願意と議員それぞれが請願主旨をどう捉えて
� 判断していくのか、活発な議論が交わされた後、討論、採決を行いました。
　反対討論：�食育の効果が無償化によりさらに充実されるものとは考えられない。持続可能性を考え

ても、根拠等に責任が持てない状況で賛成できない。
　賛成討論：�町財政のことはおいて、積極的な面、前向きな面を理解し賛成してほしい。
　　　　　　 子育て家庭における経済的負担を軽減することも支援の一つに組み入れてほしい。
　賛成多数で採択すべきものと決しました。　　　　

請願　学校給食の充実と無償化を再審査
総務常任委員会
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議会だより
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提出された議案と結果 〇賛成　×反対

第１回臨時会（２月３日）
●全員賛成とした案件

第２回定例会（３月３日～24日）
●全員賛成とした案件

●賛否が分かれた案件
議案審査を付託された委員会	
【予算】予算特別委員会	 	 【総務】総務常任委員会	
【産建】産業建設常任委員会	 【厚生】厚生常任委員会

番号 町長提出議案 付託先
議第１号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第９号） ー

番号 議 員 提 出 議 案
議第35号 日野町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

番号 町長提出議案 付託先
議第２号 町道の路線の認定について 産建
議第３号 日野町地域経済牽引事業促進区域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定について 産建
議第４号 日野町防災基盤整備事業分担金徴収条例の制定について 総務
議第５号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 総務
議第６号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 総務

議第７号 特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 厚生

議第８号 日野町職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例および日野町職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第９号 日野町職員の休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第10号 日野町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 総務
議第11号 日野町保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第12号
日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
および日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

厚生

議第13号 日野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第14号
日野町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例および日野町
指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

厚生

議第15号 日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第17号 日野町布設工事監督者の配置および資格ならびに水道技術管理者の資格を定める条例の
一部を改正する条例の制定について 厚生

議第18号 日野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第19号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第10号） 予算
議第21号 令和６年度日野町介護保険特別会計補正予算（第４号） 厚生
議第22号 令和６年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 厚生
議第23号 令和６年度日野町水道事業会計補正予算（第１号） 厚生
議第24号 令和６年度日野町下水道事業会計補正予算（第２号） 産建
議第27号 令和７年度日野町介護保険特別会計予算 厚生
議第28号 令和７年度日野町後期高齢者医療特別会計予算 厚生
議第29号 令和７年度日野町西山財産区会計予算 総務
議第30号 令和７年度日野町水道事業会計予算 厚生
議第31号 令和７年度日野町下水道事業会計予算 産建

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第32号 日野町議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ー
議第33号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ー
議第34号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第１号） ー

番号 提出議案 付託先 結　果 錦
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議第16号 日野町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第20号 令和６年度日野町国民健康保険特
別会計補正予算（第５号） 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第25号 令和７年度日野町一般会計予算 予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第26号 令和７年度日野町国民健康保険特
別会計予算 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

請願第４号 学校給食の充実と無償化を求める
請願 総務 採択

委員会の結果である「採択」とすることに対して
〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 × ／

付託議案 ８件 
●議第4号　日野町防災基盤整備事業分担金徴収条例の制定について
　防火水槽の新設および小型動力ポンプの購入事業について分担金の徴収に関する事項を定めるもの。

●議第10号　日野町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　人事院勧告等に準じて給料、扶養手当等を改め、地域手当を追加し、その他所要の措置を講ずるもの。

●請願第4号　学校給食の充実と無償化を求める請願（継続審査）
　12月議会から引き続いて審査を行いました。

質疑・討論・採決
議第4号の他7件　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

�請願第4号　�質疑での論点は、請願者の願意と議員それぞれが請願主旨をどう捉えて
� 判断していくのか、活発な議論が交わされた後、討論、採決を行いました。
　反対討論：�食育の効果が無償化によりさらに充実されるものとは考えられない。持続可能性を考え

ても、根拠等に責任が持てない状況で賛成できない。
　賛成討論：�町財政のことはおいて、積極的な面、前向きな面を理解し賛成してほしい。
　　　　　　 子育て家庭における経済的負担を軽減することも支援の一つに組み入れてほしい。
　賛成多数で採択すべきものと決しました。　　　　

請願　学校給食の充実と無償化を再審査
総務常任委員会

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.５.15 2025.５.15
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付託議案 16件

質疑・討論・採決
●議第20号　�令和６年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
●議第26号　�令和７年度日野町国民健康保険特別会計予算
　Q.国民健康保険が抱える課題は？
　A.�65歳～74歳が半数を占める年齢構成に関連し、所得が低く医療費水準が高くなり、保険料が増加

する傾向にあるという構造的な問題がある。国の改革等が必要で、町の制度改正を行うことはで
きないと考える。

　反対討論：高すぎる保険料のさらなる引き上げ、子どもがいる家庭の負担が軽減されていない。
　賛成討論：国民健康保険はなくてはならない仕組みで、その予算は必要である。
　賛成多数で可決すべきものと決しました。
上記２議案の他14件　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町の認知症支援体制について

付託議案 ４件
●議第2号　町道の路線の認定について
　県道から町道への移管に伴う町道の路線認定。

●議第3号　 日野町地域経済牽引事業促進区域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定について
　地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律により地域経済牽引事業計画の
承認を受けた事業者の設置する対象施設に係る固定資産税の課税免除について、必要な事項を定めるもの。

●議第24号　令和6年度日野町下水道事業会計補正予算(第2号)
●議第31号　令和7年度日野町下水道事業会計予算
質疑・討論・採決
●議第２号　Q.県道西明寺安部居線第2工区完成で現道の町移管後における常永橋の整備について。
　　　　　　A.�常永橋の整備計画は現時点で計画はないが、第２工区完成後には県から修繕不要の状態

で移管を受ける予定。第１工区の旧池川橋は令和６年度末に県から町に移管予定である。
●議第３号　Q.県内で同様条例制定市町について。（仮称）鳥居平松尾工業団地の充足率について。
　　　　　　A.�長浜市、東近江市、近江八幡市が税条例、本町と同じかたちが米原市、高島市。本町

は県下で６番目。工業団地の充足率は、県の開発許可が承認されたばかりで張り付け
状況は確認できていない。

反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
町内の道路整備の現状と今後について
　建設計画課から資料の説明を受け、自由討議。
　名神名阪連絡道路の八日市IC付近との接続点、ルート、住民への機運向上。県道西明寺安部居線第２工
区と国道307号との接続部の川側張り出しの可否。国道307号安部居登坂車線、ダイフク東側ため池付近
を通る道の進捗状況。町道奥之池線整備計画と佐久良地区地籍調査、など

　滋賀県が作成している「空き家ガイドブック」について建設
計画課より概要説明を受けました。また空き家発生予防へ向け
た日野町の取り組みや新たな空き家バンクのホームページの説
明を受けた後、各議員の地元での取り組みも含め、意見交換を
行いました。

　滋賀県では空き家で困らないための知識や方法を分かりやすく紹介する「空き家ガイ
ドブック」を作成しています。空き家は、放置すると劣化し、資産価値も下がり、近隣
にも迷惑をかけ、税金も上がります。対応が遅れるとさらに問題が悪化します。困らな
いためには、すぐに対応をすること。いずれ空き家になるなら、備えを。使う予定があ
る空き家は管理を。使う予定のない空き家は処分を。

空き家ガイドブックのお求めは・・・日野町役場 建設計画課 都市計画担当へ（無料）

国民健康保険料の今後について徹底討論!

県下６番目に地域経済牽引事業促進区域における固定資産税免除を条例化空き家の発生を予防するためには

厚生常任委員会

産業建設常任委員会空家対策特別委員会

① 空き家を知る
空き家とは？　空き家の何が問題なの？　最近の状況は？

② 空き家発生に備える
空き家を所有しても困らないための備えとは？

③ 空き家の管理
きちんと管理すれば大丈夫。管理方法のあれこれ

④ 手放す
使わない空き家は無駄。売却・解体の方法は？

⑤ 頼る
専門家や行政などの相談窓口を知る

日野町
空き家バンク

今後の議会活動へつながる前進!!

ICTチーム（後藤、中西、柚木）
目的：デジタル活用により議会力向上と効率化を図る
・タブレット端末運用ルールを制定予定

通年議会チーム（山本、加 、髙橋、谷口）
目的：緊急時でも迅速に対応できる議会の体制を整備する
・６月をめどに導入を進める予定

待遇改善チーム（川東、西澤、松田、福永）
目的：議員活動と暮らしを両立できる待遇を目指す
・多様な人が参画できるよう協議を継続

広報広聴チーム（野矢、福永、谷口、錦戸）
目的：住民の意見を収集し政策へ反映しやすくする
・広報常任委員会で広く意見収集へ

議会改革特別委員会

～調査研究実践改善「前進する議会」～

今までの議会改革の取り組み
・日野町議会基本条例制定
・日野町議会議員政治倫理条例制定
・インターネット中継実施
・議会だより発刊
・日野町議会業務継続計画策定
・デジタル活用実証実験
・日野町議会出前懇談会設置

これから
・タブレット端末の活用
・通年議会制の導入
・なり手不足の解消
・政策立案機能の強化
・各種提言
・広報広聴の機会増加

▲滋賀県発行「空き家ガイドブック」
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付託議案 16件

質疑・討論・採決
●議第20号　�令和６年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
●議第26号　�令和７年度日野町国民健康保険特別会計予算
　Q.国民健康保険が抱える課題は？
　A.�65歳～74歳が半数を占める年齢構成に関連し、所得が低く医療費水準が高くなり、保険料が増加

する傾向にあるという構造的な問題がある。国の改革等が必要で、町の制度改正を行うことはで
きないと考える。

　反対討論：高すぎる保険料のさらなる引き上げ、子どもがいる家庭の負担が軽減されていない。
　賛成討論：国民健康保険はなくてはならない仕組みで、その予算は必要である。
　賛成多数で可決すべきものと決しました。
上記２議案の他14件　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町の認知症支援体制について

付託議案 ４件
●議第2号　町道の路線の認定について
　県道から町道への移管に伴う町道の路線認定。

●議第3号　 日野町地域経済牽引事業促進区域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定について
　地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律により地域経済牽引事業計画の
承認を受けた事業者の設置する対象施設に係る固定資産税の課税免除について、必要な事項を定めるもの。

●議第24号　令和6年度日野町下水道事業会計補正予算(第2号)
●議第31号　令和7年度日野町下水道事業会計予算
質疑・討論・採決
●議第２号　Q.県道西明寺安部居線第2工区完成で現道の町移管後における常永橋の整備について。
　　　　　　A.�常永橋の整備計画は現時点で計画はないが、第２工区完成後には県から修繕不要の状態

で移管を受ける予定。第１工区の旧池川橋は令和６年度末に県から町に移管予定である。
●議第３号　Q.県内で同様条例制定市町について。（仮称）鳥居平松尾工業団地の充足率について。
　　　　　　A.�長浜市、東近江市、近江八幡市が税条例、本町と同じかたちが米原市、高島市。本町

は県下で６番目。工業団地の充足率は、県の開発許可が承認されたばかりで張り付け
状況は確認できていない。

反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
町内の道路整備の現状と今後について
　建設計画課から資料の説明を受け、自由討議。
　名神名阪連絡道路の八日市IC付近との接続点、ルート、住民への機運向上。県道西明寺安部居線第２工
区と国道307号との接続部の川側張り出しの可否。国道307号安部居登坂車線、ダイフク東側ため池付近
を通る道の進捗状況。町道奥之池線整備計画と佐久良地区地籍調査、など

　滋賀県が作成している「空き家ガイドブック」について建設
計画課より概要説明を受けました。また空き家発生予防へ向け
た日野町の取り組みや新たな空き家バンクのホームページの説
明を受けた後、各議員の地元での取り組みも含め、意見交換を
行いました。

　滋賀県では空き家で困らないための知識や方法を分かりやすく紹介する「空き家ガイ
ドブック」を作成しています。空き家は、放置すると劣化し、資産価値も下がり、近隣
にも迷惑をかけ、税金も上がります。対応が遅れるとさらに問題が悪化します。困らな
いためには、すぐに対応をすること。いずれ空き家になるなら、備えを。使う予定があ
る空き家は管理を。使う予定のない空き家は処分を。

空き家ガイドブックのお求めは・・・日野町役場 建設計画課 都市計画担当へ（無料）

国民健康保険料の今後について徹底討論!

県下６番目に地域経済牽引事業促進区域における固定資産税免除を条例化空き家の発生を予防するためには

厚生常任委員会

産業建設常任委員会空家対策特別委員会

① 空き家を知る
空き家とは？　空き家の何が問題なの？　最近の状況は？

② 空き家発生に備える
空き家を所有しても困らないための備えとは？

③ 空き家の管理
きちんと管理すれば大丈夫。管理方法のあれこれ

④ 手放す
使わない空き家は無駄。売却・解体の方法は？

⑤ 頼る
専門家や行政などの相談窓口を知る

日野町
空き家バンク

今後の議会活動へつながる前進!!

ICTチーム（後藤、中西、柚木）
目的：デジタル活用により議会力向上と効率化を図る
・タブレット端末運用ルールを制定予定

通年議会チーム（山本、加 、髙橋、谷口）
目的：緊急時でも迅速に対応できる議会の体制を整備する
・６月をめどに導入を進める予定

待遇改善チーム（川東、西澤、松田、福永）
目的：議員活動と暮らしを両立できる待遇を目指す
・多様な人が参画できるよう協議を継続

広報広聴チーム（野矢、福永、谷口、錦戸）
目的：住民の意見を収集し政策へ反映しやすくする
・広報常任委員会で広く意見収集へ

議会改革特別委員会

～調査研究実践改善「前進する議会」～

今までの議会改革の取り組み
・日野町議会基本条例制定
・日野町議会議員政治倫理条例制定
・インターネット中継実施
・議会だより発刊
・日野町議会業務継続計画策定
・デジタル活用実証実験
・日野町議会出前懇談会設置

これから
・タブレット端末の活用
・通年議会制の導入
・なり手不足の解消
・政策立案機能の強化
・各種提言
・広報広聴の機会増加

▲滋賀県発行「空き家ガイドブック」
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一 質般 問

要望があれば防災士に依頼しノウハウを提供している

地域ごとの防災計画作成に町として関われないか
令和令和77年年３３月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ
1 谷

たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

1	 	地域ごとの防災計画作成に町として関われないか P. ９

2 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 八潮市の道路陥没事故から学ぶ日野町の下水道と災害

2	 県下保険料率の統一と日野町国保の税率改正について P.10

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる 1	 農業委員さんとの懇談を終えて

2	 消費者米価の高騰と備蓄米 P.11

4 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 「震災からの学びと近助の大切さ」改めて考えるまちづくり

2	 オンラインとデジタルとSNSと「人間」 P.12

5 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 日野町の下水道管は定期点検されているか

2	 PFAS（有機フッ素化合物）の水質調査について P.13

6 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か 1	 	日野町幼児教育保育施設再編整備計画（案）における住

民意見募集（パブリックコメント）の結果について
2	 日野町におけるネグレクトの実態と対応策について

P.14

7 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 	何故、予算に組み入れない町長肝いり新こども園建設
経費？

2	 新年度、新たな地域おこし協力隊の活動について
3	 持続可能な地域農業にしていくには

P.15

8 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 幼児教育保育施設再編整備計画（案）について

2	 国民健康保険税率の改正について P.16

9 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 帯状疱疹ワクチン接種について

2	 災害に備えた対応策の整備について P.17

10 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 5年後10年後の日野町のコメ作りについて

2	 コメ作りの補助金について P.18

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき

1	 学校給食無償化に向けて再度伺う P.19

12 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 「ひのっこ宣言」とは？

2	 町全体の社会教育マネジメントはどうしてる？ P.20

13 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 日野町文化財保存活用地域計画の今後の取り組みを問う

2	 県道西明寺安部居線改良工事第二工区の進捗を問う P.21

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
際
、日
野
町
の
被

害
状
況
は
ど
の
よ
う
に
想
定

し
て
い
る
の
か
。

②
指
定
避
難
所
27
か
所
の
収

容
人
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

③「
日
野
町
地
域
防
災
計
画
」

に
は
指
定
避
難
所
の
条
件
と

し
て
電
話
、防
災
行
政
無
線
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、テ
レ
ビ
等
の
設

備
の
整
備
、非
常
用
電
源
、ト

イ
レ
の
整
備
と
あ
る
が
、常
に

用
意
が
で
き
て
い
る
こ
と
が

必
要
な
の
か
。

④
収
容
人
数
に
対
し
て
ト
イ

レ
の
必
要
数
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。普
段
か
ら
の
備
え

は
必
要
か
。

⑤
断
線
や
ア
ン
テ
ナ
の
倒
壊

等
で
携
帯
電
話
含
め
既
存
の

通
信
手
段
が
使
え
な
い
場
合
、

通
信
手
段
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
町
と
し
て
準
備
し
て
い
る

の
か
。

⑥
発
災
当
日
の
物
資
の
輸
送

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

⑦
震
度
の
予
想
は
６
弱
～
７

だ
が
、道
路
の
分
断
等
が
物

資
の
輸
送
に
影
響
は
出
な
い

か
。

⑧
先
の
答
弁
に
は
他
市
町
の

応
援
が
期
待
で
き
る
と
あ
っ

た
が
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

大
都
市
を
含
む
広
範
囲
が
被

災
地
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。当
然
職
員
も
被

災
者
と
な
る
こ
と
か
ら
参
集

率
も
低
く
な
り
、他
の
市
町

か
ら
の
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
期
待
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
。そ
の
よ
う
な
状
態

で
配
備
計
画
通
り
に
割
り
当

て
ら
れ
た
仕
事
が
で
き
る
か

疑
問
。そ
の
点
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

⑨
能
登
町
に
電
話
で
職
員
の

参
集
率
に
つ
い
て
話
を
伺
っ

た
が
、発
災
当
日
の
参
集
率

は
３
割
程
度
で
、十
分
な
業

務
が
で
き
た
と
は
言
え
な
い

状
態
だ
っ
た
、と
の
こ
と
だ

っ
た
。日
野
町
に
は
消
防
団

や
自
衛
隊
等
を
引
退
し
た
方

が
い
る
が
、そ
の
方
た
ち
に

発
災
後
に
町
と
し
て
の
業
務

を
手
伝
う
た
め
に
参
集
を
呼

び
掛
け
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

⑩
今
回
の
質
問
を
通
し
て
自

助
共
助
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。そ
の
た
め

に
も
地
域
ご
と
の
防
災
計
画

や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
必
要
だ
と
思
う
が
、町
と

し
て
作
成
に
積
極
的
に
関
わ

る
こ
と
は
可
能
か
。

①
滋
賀
県
が
実
施
し

た
被
害
想
定
で
は
全

壊
家
屋
２
８
３
戸
、半
壊
家

屋
１
，９
６
３
戸
、発
災
後
３

日
目
に
は
２
，１
９
４
人
の

避
難
者
が
発
生
す
る
と
推
定

さ
れ
る
。

②
国
民
保
護
法
に
基
づ
く

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、

床
面
積
１
人
当
た
り
２
㎡

と
想
定
し
た
結
果
、約
２
３
，

０
０
０
人
収
容
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

③
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
常

設
し
て
い
る
必
要
は
な
い
と

の
こ
と
。指
定
避
難
所
と
し

て
開
設
す
る
際
に
町
の
備
蓄

倉
庫
や
応
援
協
定
に
よ
り
運

び
入
れ
る
こ
と
で
足
り
る
と

認
識
し
て
い
る
。

④
必
要
数
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、下
水
を
流
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
想
定
し
て
い
る

の
で
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
袋

を
用
意
す
る
。応
援
協
定
か

ら
の
仮
設
ト
イ
レ
の
調
達
も

予
定
し
て
い
る
。自
助
の
観

点
か
ら
も
各
自
各
家
庭
で
ト

イ
レ
用
の
袋
の
備
蓄
は
必
要
。

⑤
現
状
で
は
そ
の
よ
う
な
手

段
は
整
っ
て
い
な
い
。町
の

防
災
行
政
無
線
は
一
方
的
に

な
る
が
、役
場
か
ら
避
難
情

報
等
を
流
す
こ
と
は
可
能
。

⑥
災
害
時
の
職
員
配
備
の
計

画
が
あ
り
、物
資
輸
送
係
に

職
員
を
割
り
振
っ
て
い
る
。

他
市
町
か
ら
の
応
援
職
員
が

期
待
で
き
る
の
で
物
資
の
輸

送
に
協
力
し
て
も
ら
う
予
定
。

⑦
実
際
に
能
登
町
や
七
尾
市

へ
応
援
に
行
っ
た
が
、道
路

の
状
況
は
ひ
び
割
れ
や
隆
起

が
あ
り
、三
角
コ
ー
ン
が
置

か
れ
危
険
個
所
の
周
知
が
な

さ
れ
て
い
た
。時
間
は
か
か

る
も
の
の
移
動
は
可
能
だ
っ

た
。当
町
の
場
合
、役
場
か
ら

避
難
所
ま
で
は
様
々
な
道
路

も
あ
り
、輸
送
や
移
動
は
可

能
と
考
え
る
。

⑧
日
本
の
南
側
に
大
都
市
が

集
中
し
て
お
り
全
国
か
ら
の

消
防
や
自
衛
隊
は
そ
こ
に
集

中
す
る
と
思
わ
れ
、当
町
へ

の
応
援
の
期
待
は
あ
ま
り
で

き
な
い
と
考
え
る
。自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
。参
集

率
1
0
0
％
で
計
画
は
立
て

て
い
る
が
、実
際
少
な
か
っ

た
場
合
は
集
ま
っ
た
人
数
で

業
務
を
割
り
振
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⑨
公
助
の
部
分
に
つ
い
て
は

他
市
町
の
応
援
職
員
と
一
体

と
な
り
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。Ｏ
Ｂ
の
方

た
ち
に
は
共
助
の
部
分
で
地

域
の
先
導
役
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

先
般
開
催
し
た
防
災
士
資
格

を
お
持
ち
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
会
で
も
防
災
士
さ
ん
た

ち
に
は
、平
時
か
ら
の
地
域

活
動
の
先
導
役
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、災
害
発
生
時

に
お
け
る
共
助
の
牽
引
役
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
お
願

い
し
た
。

⑩
集
落
で
の
防
災
計
画
を
作

成
し
た
い
と
相
談
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
、都
度
防
災
士

さ
ん
に
依
頼
し
、作
成
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。広
報
媒
体
を
通
し

て
計
画
作
成
の
周
知
も
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
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次
ペ
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は
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一
般
質
問

9 議会だより
日野町議会
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一 質般 問

要望があれば防災士に依頼しノウハウを提供している

地域ごとの防災計画作成に町として関われないか
令和令和77年年３３月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ
1 谷

たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

1	 	地域ごとの防災計画作成に町として関われないか P. ９

2 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 八潮市の道路陥没事故から学ぶ日野町の下水道と災害

2	 県下保険料率の統一と日野町国保の税率改正について P.10

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる 1	 農業委員さんとの懇談を終えて

2	 消費者米価の高騰と備蓄米 P.11

4 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 「震災からの学びと近助の大切さ」改めて考えるまちづくり

2	 オンラインとデジタルとSNSと「人間」 P.12

5 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 日野町の下水道管は定期点検されているか

2	 PFAS（有機フッ素化合物）の水質調査について P.13

6 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か 1	 	日野町幼児教育保育施設再編整備計画（案）における住

民意見募集（パブリックコメント）の結果について
2	 日野町におけるネグレクトの実態と対応策について

P.14

7 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 	何故、予算に組み入れない町長肝いり新こども園建設
経費？

2	 新年度、新たな地域おこし協力隊の活動について
3	 持続可能な地域農業にしていくには

P.15

8 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 幼児教育保育施設再編整備計画（案）について

2	 国民健康保険税率の改正について P.16

9 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 帯状疱疹ワクチン接種について

2	 災害に備えた対応策の整備について P.17

10 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 5年後10年後の日野町のコメ作りについて

2	 コメ作りの補助金について P.18

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき

1	 学校給食無償化に向けて再度伺う P.19

12 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 「ひのっこ宣言」とは？

2	 町全体の社会教育マネジメントはどうしてる？ P.20

13 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 日野町文化財保存活用地域計画の今後の取り組みを問う

2	 県道西明寺安部居線改良工事第二工区の進捗を問う P.21

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
際
、日
野
町
の
被

害
状
況
は
ど
の
よ
う
に
想
定

し
て
い
る
の
か
。

②
指
定
避
難
所
27
か
所
の
収

容
人
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

③「
日
野
町
地
域
防
災
計
画
」

に
は
指
定
避
難
所
の
条
件
と

し
て
電
話
、防
災
行
政
無
線
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、テ
レ
ビ
等
の
設

備
の
整
備
、非
常
用
電
源
、ト

イ
レ
の
整
備
と
あ
る
が
、常
に

用
意
が
で
き
て
い
る
こ
と
が

必
要
な
の
か
。

④
収
容
人
数
に
対
し
て
ト
イ

レ
の
必
要
数
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。普
段
か
ら
の
備
え

は
必
要
か
。

⑤
断
線
や
ア
ン
テ
ナ
の
倒
壊

等
で
携
帯
電
話
含
め
既
存
の

通
信
手
段
が
使
え
な
い
場
合
、

通
信
手
段
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
町
と
し
て
準
備
し
て
い
る

の
か
。

⑥
発
災
当
日
の
物
資
の
輸
送

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

⑦
震
度
の
予
想
は
６
弱
～
７

だ
が
、道
路
の
分
断
等
が
物

資
の
輸
送
に
影
響
は
出
な
い

か
。

⑧
先
の
答
弁
に
は
他
市
町
の

応
援
が
期
待
で
き
る
と
あ
っ

た
が
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

大
都
市
を
含
む
広
範
囲
が
被

災
地
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。当
然
職
員
も
被

災
者
と
な
る
こ
と
か
ら
参
集

率
も
低
く
な
り
、他
の
市
町

か
ら
の
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
期
待
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
。そ
の
よ
う
な
状
態

で
配
備
計
画
通
り
に
割
り
当

て
ら
れ
た
仕
事
が
で
き
る
か

疑
問
。そ
の
点
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

⑨
能
登
町
に
電
話
で
職
員
の

参
集
率
に
つ
い
て
話
を
伺
っ

た
が
、発
災
当
日
の
参
集
率

は
３
割
程
度
で
、十
分
な
業

務
が
で
き
た
と
は
言
え
な
い

状
態
だ
っ
た
、と
の
こ
と
だ

っ
た
。日
野
町
に
は
消
防
団

や
自
衛
隊
等
を
引
退
し
た
方

が
い
る
が
、そ
の
方
た
ち
に

発
災
後
に
町
と
し
て
の
業
務

を
手
伝
う
た
め
に
参
集
を
呼

び
掛
け
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

⑩
今
回
の
質
問
を
通
し
て
自

助
共
助
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。そ
の
た
め

に
も
地
域
ご
と
の
防
災
計
画

や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
必
要
だ
と
思
う
が
、町
と

し
て
作
成
に
積
極
的
に
関
わ

る
こ
と
は
可
能
か
。

①
滋
賀
県
が
実
施
し

た
被
害
想
定
で
は
全

壊
家
屋
２
８
３
戸
、半
壊
家

屋
１
，９
６
３
戸
、発
災
後
３

日
目
に
は
２
，１
９
４
人
の

避
難
者
が
発
生
す
る
と
推
定

さ
れ
る
。

②
国
民
保
護
法
に
基
づ
く

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、

床
面
積
１
人
当
た
り
２
㎡

と
想
定
し
た
結
果
、約
２
３
，

０
０
０
人
収
容
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

③
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
常

設
し
て
い
る
必
要
は
な
い
と

の
こ
と
。指
定
避
難
所
と
し

て
開
設
す
る
際
に
町
の
備
蓄

倉
庫
や
応
援
協
定
に
よ
り
運

び
入
れ
る
こ
と
で
足
り
る
と

認
識
し
て
い
る
。

④
必
要
数
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、下
水
を
流
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
想
定
し
て
い
る

の
で
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
袋

を
用
意
す
る
。応
援
協
定
か

ら
の
仮
設
ト
イ
レ
の
調
達
も

予
定
し
て
い
る
。自
助
の
観

点
か
ら
も
各
自
各
家
庭
で
ト

イ
レ
用
の
袋
の
備
蓄
は
必
要
。

⑤
現
状
で
は
そ
の
よ
う
な
手

段
は
整
っ
て
い
な
い
。町
の

防
災
行
政
無
線
は
一
方
的
に

な
る
が
、役
場
か
ら
避
難
情

報
等
を
流
す
こ
と
は
可
能
。

⑥
災
害
時
の
職
員
配
備
の
計

画
が
あ
り
、物
資
輸
送
係
に

職
員
を
割
り
振
っ
て
い
る
。

他
市
町
か
ら
の
応
援
職
員
が

期
待
で
き
る
の
で
物
資
の
輸

送
に
協
力
し
て
も
ら
う
予
定
。

⑦
実
際
に
能
登
町
や
七
尾
市

へ
応
援
に
行
っ
た
が
、道
路

の
状
況
は
ひ
び
割
れ
や
隆
起

が
あ
り
、三
角
コ
ー
ン
が
置

か
れ
危
険
個
所
の
周
知
が
な

さ
れ
て
い
た
。時
間
は
か
か

る
も
の
の
移
動
は
可
能
だ
っ

た
。当
町
の
場
合
、役
場
か
ら

避
難
所
ま
で
は
様
々
な
道
路

も
あ
り
、輸
送
や
移
動
は
可

能
と
考
え
る
。

⑧
日
本
の
南
側
に
大
都
市
が

集
中
し
て
お
り
全
国
か
ら
の

消
防
や
自
衛
隊
は
そ
こ
に
集

中
す
る
と
思
わ
れ
、当
町
へ

の
応
援
の
期
待
は
あ
ま
り
で

き
な
い
と
考
え
る
。自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
。参
集

率
1
0
0
％
で
計
画
は
立
て

て
い
る
が
、実
際
少
な
か
っ

た
場
合
は
集
ま
っ
た
人
数
で

業
務
を
割
り
振
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⑨
公
助
の
部
分
に
つ
い
て
は

他
市
町
の
応
援
職
員
と
一
体

と
な
り
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。Ｏ
Ｂ
の
方

た
ち
に
は
共
助
の
部
分
で
地

域
の
先
導
役
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

先
般
開
催
し
た
防
災
士
資
格

を
お
持
ち
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
会
で
も
防
災
士
さ
ん
た

ち
に
は
、平
時
か
ら
の
地
域

活
動
の
先
導
役
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、災
害
発
生
時

に
お
け
る
共
助
の
牽
引
役
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
お
願

い
し
た
。

⑩
集
落
で
の
防
災
計
画
を
作

成
し
た
い
と
相
談
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
、都
度
防
災
士

さ
ん
に
依
頼
し
、作
成
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。広
報
媒
体
を
通
し

て
計
画
作
成
の
周
知
も
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
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一 質般 問

農
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
情
報
収
集
と
財
源
確
保
に
努
め
る

農
業
委
員
さ
ん
と
の
懇
談
を
終
え
て

消費者米価の高騰と備蓄米

町内農業者が安定した営農継続ができるよう支援策を研究する
県および町の地域防災計画など各種計画に基づき、災害対応など連携する
八潮市のような大事故は心配ないと考える

八潮市の道路陥没事故から学ぶ日野町の下水道と災害

　
埼
玉
県
八
潮
市
の

交
差
点
で
発
生
し
た

道
路
陥
没
事
故
は
、こ
の
国

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
在
り
方

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。同
様
な

こ
と
が
滋
賀
県
で
起
こ
っ
た

ら
、日
野
町
は
ど
の
よ
う
な

状
況
と
な
る
の
か
町
民
の

方
々
も
大
変
心
配
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

①
日
野
町
の
上
下
水
道
整
備

状
況
と
埋
設
の
深
さ
や
構
築

物
な
ど
現
状
は
。

②
日
野
町
内
で
流
域
下
水
道

管
が
敷
か
れ
て
い
る
場
所
、

埋
設
の
深
さ
や
他
の
構
築
物

の
現
状
は
。

③
公
共
下
水
道
は
、琵
琶
湖

流
域
下
水
道「
湖
南
中
部
処

理
区
」に
属
し
、９
市
２
町
約

75
万
２
千
人
が
供
用
し
て
い

ま
す
。県
の
対
応
年
数
に
対

す
る
更
新
計
画
、県
と
町
の

連
携
、災
害
時
の
対
応
指
針

の
状
況
は
。

④
将
来
、農
村
下
水
道
の
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い

て
、陥
没
事
故
を
目
の
当
た

り
に
し
て
の
見
解
は
。

①
上
水
道
は
、町
内

に
2
6
0
キ
ロ
、下

水
道
は
、1
7
3
・
6
キ
ロ
布

設
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
関
西
電
力
ケ

ー
ブ
ル
、ガ
ス
管
な
ど
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
。

②
流
域
下
水
道
は
、日
野
第

１
幹
線
・
日
野
北
幹
線
。深
さ

は
３
～
10
ｍ
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
関

西
電
力
ケ
ー
ブ
ル
が
埋
設
。

③
県
の
下
水
道
管
理
指
針
、ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
基
づ
く
計
画
的
な
修
繕
、改

築
。町
は
、緊
急
度
判
定
を
し
、

修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。県
お

よ
び
町
の
地
域
防
災
計
画
な

ど
各
種
計
画
に
基
づ
き
、災
害

対
応
な
ど
連
携
し
て
い
る
。

④
現
在
、令
和
27
年
度
を
目

標
に
接
続
を
考
え
て
い
る
が
、

関
係
機
関
や
様
々
な
意
見
を

伺
い
、検
討
す
る
。

　
八
潮
市
の
よ
う
な
大
事
故

は
、心
配
な
い
と
考
え
る
。

　
平
成
30
年
度
か
ら

滋
賀
県
が
国
保
の
保

険
者
と
な
り
、財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、県
が
責
任
主
体

で
、市
町
は
国
保
事
業
費
納

付
金
を
県
に
納
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
税

率
改
正
案
は
、「
県
下
保
険
料

率
の
統
一
」に
向
け
た
も
の

で
、住
民
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

①
税
率
改
正
に
伴
う
住
民
説

明
会
の
出
席
者
数
は
、８
会

場
合
計
で
19
名
。内
議
員
が

10
名
で
し
た
。周
知
方
法
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
。何
故
、

国
保
世
帯
に
ダ
イ
レ
ク
ト
通

知
を
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

②
県
は
、標
準
保
険
料
率
へ

の
移
行
を
令
和
９
年
度
と
し
、

市
町
の
財
政
事
情
に
よ
り
２

年
間
の
移
行
期
間
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、日
野
町
は

ど
の
よ
う
な
移
行
プ
ラ
ン
を

考
え
て
い
る
の
か
。

③
今
回
の
改
正
は
、令
和
７

年
度
の
県
の
国
保
事
業
納
付

金
に
伴
う
も
の
な
の
か
。次

年
度
以
降
を
見
据
え
た
改
正

な
の
か
。

④
令
和
７
年
度
の
財
政
調
整

基
金
の
支
出
見
込
み
額
は

６
千
５
７
０
万
円
と
し
て
お

り
、基
金
の
残
額
と
併
せ
て
、

今
後
の
基
金
運
用
と
税
率
改

正
の
考
え
方
は
。

①
従
来
の
周
知
で
は
、

参
加
者
が
集
ま
ら
な

い
。新
た
な
周
知
方
法
等
検

討
す
る
。

②
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し

て
、な
だ
ら
か
な
税
率
の
引

き
上
げ
と
す
る
た
め
、２
年

間
の
移
行
期
間
を
活
用
し
、

令
和
12
年
度
の
統
一
を
目
指

す
。

③
現
行
税
率
で
は
、県
と
の

大
き
な
差
額
が
あ
り
、現
状

は
２
年
毎
の
改
正
が
必
要
。

④
将
来
的
な
医
療
費
の
見
込

み
や
県
の
国
保
事
業
納
付
金
、

基
金
の
残
額
を
見
据
え
、税

率
改
正
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

◇
質
問
を
終
え
て

　
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事

故
を
受
け
て
、国
は「
２
ｍ

以
上
・
30
年
以
上
の
下
水
道

管
と
腐
食
の
状
況
な
ど
」を

全
国
の
自
治
体
へ
徹
底
調

査
を
開
始
し
た
。も
し
、滋

賀
県
で
起
こ
っ
た
ら
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。県
と

町
に
よ
る
徹
底
し
た
調
査

と
古
い
管
路
の
更
新
や
災

害
対
応
の
強
化
と
連
携
を

お
願
い
し
た
い
。

　
国
保
の
問
題
は
、加
入

者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高

度
化
な
ど
に
よ
り
、一
つ
は

「
一
人
当
た
り
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、そ
れ
を
支
え
る
人
数
が

減
り
続
け
て
い
る
こ
と
」、

も
う
一
つ
は「
こ
れ
だ
け
保

険
税
を
上
げ
て
も
、ま
だ
追

い
つ
か
な
い
」と
い
う
国
保

の
運
営
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
で
す
。

　
国
保
加
入
者
へ
の
丁
寧

な
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◇
要
望

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
守
る
た
め
に
、行
政
か
ら

も
ぜ
ひ
指
導
を
お
願
い
し

た
い
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

　
日
本
人
の
主
食
で

あ
る
米
の
価
格
の
異

常
な
高
騰
に
生
産
者
側
と
し

て
も
困
惑
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
方
々
は
、自
家
消

費
米
と
少
し
の
縁
故
米
を
残

し
て
Ｊ
Ａ
等
の
業
者
へ
出
荷

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
消
費
者
買
入
れ
価
格
は
生

産
者
売
渡
し
価
格
の
倍
以
上

の
値
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
政
府
も
よ
う

や
く
２
月
13
日
に
政
府
備
蓄

米
を
放
出
す
る
判
断
を
し
ま

し
た
。

　
令
和
７
年
産
に
つ
い
て
は

未
定
で
す
が
、備
蓄
米
が
出

回
り
、輸
入
米
が
増
え
れ
ば
、

お
の
ず
と
生
産
者
に
と
っ
て

も
影
響
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
米
作
農
家
は
安
定
し
た
経

営
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、町
と

し
て
の
支
援
が
な
い
も
の
か

伺
い
ま
す
。　

昨
年
の
夏
よ
り
、

米
の
需
給
が
非
常
に

不
安
定
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、市
場
に
十
分
な
米
が
出

回
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

政
府
は
備
蓄
米
の
放
出
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と

の
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、政
府
が
備

蓄
米
を
放
出
す
る
こ
と
で
、

生
産
者
米
価
が
下
が
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ

り
ま
す
。

　
安
定
し
た
米
価
が
維
持
さ

れ
る
よ
う
、近
畿
農
政
局
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、米
を
め
ぐ

る
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、町
内
の
農
業
者
が
安
定

し
た
営
農
継
続
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
議

員
と
の
懇
談
会
が
行

わ
れ「
基
幹
産
業
と
し
て
の

日
野
の
農
業
を
守
り
、発
展

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
何
か
」や「
こ
れ
か
ら
の
地

域
農
業
に
つ
い
て
」と
の
議

題
で
、地
域
計
画
や
後
継
者

対
策
の
こ
と
な
ど
様
々
な
意

見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
さ
ん
か
ら
は

「
昨
年
の
米
価
は
今
後
も
農

業
を
続
け
る
値
の
価
格
で
あ

る
。し
か
し
、こ
こ
近
年
の
農

業
用
資
材
価
格
の
上
昇
、昨

年
末
よ
り
の
燃
料
の
高
騰
が

あ
り
、米
価
は
高
値
で
あ
る

も
の
の
農
業
所
得
の
増
加
に

結
び
つ
か
な
い
」と
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
の
第
１
回
臨
時
会
の

補
正
予
算
で
は
、地
域
経
済

緊
急
支
援
事
業
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響

を
踏
ま
え
、町
内
の
中
・
小
・

零
細
を
は
じ
め
と
す
る
事
業

者
に
支
援
金
の
給
付
に
必
要

と
す
る
経
費
３
千
万
円
が
予

算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。農
業

者
に
も
法
人
、大
規
模
農
家

や
認
定
農
業
者
、家
族
経
営

な
ど
様
々
で
す
が
、兼
業
農

家
に
も
同
じ
よ
う
に
支
援
で

き
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　

農
業
者
に
向
け
た

物
価
高
騰
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
兼
業
農
家
も
対
象

に
、燃
油
高
騰
対
策
を
は
じ

め
、肥
料
や
農
薬
、農
業
組
合

へ
の
支
援
等
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、最
近
で

は
燃
料
代
が
再
び
高
騰
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、引
き
続

き
国
際
情
勢
の
不
安
定
さ
な

ど
か
ら
、物
価
や
資
材
等
の

高
止
ま
り
が
懸
念
さ
れ
、農

業
者
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業

で
は
、町
内
の
中
小
企
業
者

を
は
じ
め
、個
人
事
業
者
に

つ
い
て
は
事
業
所
得
が
総
所

得
の
半
数
を
超
え
る
方
を
対

象
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
農
業
者
支
援
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
状
況
の

注
視
と
情
報
収
集
に
努
め
、

財
源
の
確
保
お
よ
び
有
効
な

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

▲八潮市の道路陥没現場

基
金
の
活
用
で
な
だ
ら
か
な
税
率
の
引
き
上
げ
を
目
指
す

県
下
保
険
料
率
の
統
一
と
日
野
町
国
保
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

次
ペ
ー
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は
▼
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問
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

11 議会だより
日野町議会

2025.５.15

一 質般 問

農
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
情
報
収
集
と
財
源
確
保
に
努
め
る

農
業
委
員
さ
ん
と
の
懇
談
を
終
え
て

消費者米価の高騰と備蓄米

町内農業者が安定した営農継続ができるよう支援策を研究する
県および町の地域防災計画など各種計画に基づき、災害対応など連携する
八潮市のような大事故は心配ないと考える

八潮市の道路陥没事故から学ぶ日野町の下水道と災害

　
埼
玉
県
八
潮
市
の

交
差
点
で
発
生
し
た

道
路
陥
没
事
故
は
、こ
の
国

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
在
り
方

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。同
様
な

こ
と
が
滋
賀
県
で
起
こ
っ
た

ら
、日
野
町
は
ど
の
よ
う
な

状
況
と
な
る
の
か
町
民
の

方
々
も
大
変
心
配
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

①
日
野
町
の
上
下
水
道
整
備

状
況
と
埋
設
の
深
さ
や
構
築

物
な
ど
現
状
は
。

②
日
野
町
内
で
流
域
下
水
道

管
が
敷
か
れ
て
い
る
場
所
、

埋
設
の
深
さ
や
他
の
構
築
物

の
現
状
は
。

③
公
共
下
水
道
は
、琵
琶
湖

流
域
下
水
道「
湖
南
中
部
処

理
区
」に
属
し
、９
市
２
町
約

75
万
２
千
人
が
供
用
し
て
い

ま
す
。県
の
対
応
年
数
に
対

す
る
更
新
計
画
、県
と
町
の

連
携
、災
害
時
の
対
応
指
針

の
状
況
は
。

④
将
来
、農
村
下
水
道
の
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い

て
、陥
没
事
故
を
目
の
当
た

り
に
し
て
の
見
解
は
。

①
上
水
道
は
、町
内

に
2
6
0
キ
ロ
、下

水
道
は
、1
7
3
・
6
キ
ロ
布

設
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
関
西
電
力
ケ

ー
ブ
ル
、ガ
ス
管
な
ど
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
。

②
流
域
下
水
道
は
、日
野
第

１
幹
線
・
日
野
北
幹
線
。深
さ

は
３
～
10
ｍ
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
関

西
電
力
ケ
ー
ブ
ル
が
埋
設
。

③
県
の
下
水
道
管
理
指
針
、ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
基
づ
く
計
画
的
な
修
繕
、改

築
。町
は
、緊
急
度
判
定
を
し
、

修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。県
お

よ
び
町
の
地
域
防
災
計
画
な

ど
各
種
計
画
に
基
づ
き
、災
害

対
応
な
ど
連
携
し
て
い
る
。

④
現
在
、令
和
27
年
度
を
目

標
に
接
続
を
考
え
て
い
る
が
、

関
係
機
関
や
様
々
な
意
見
を

伺
い
、検
討
す
る
。

　
八
潮
市
の
よ
う
な
大
事
故

は
、心
配
な
い
と
考
え
る
。

　
平
成
30
年
度
か
ら

滋
賀
県
が
国
保
の
保

険
者
と
な
り
、財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、県
が
責
任
主
体

で
、市
町
は
国
保
事
業
費
納

付
金
を
県
に
納
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
税

率
改
正
案
は
、「
県
下
保
険
料

率
の
統
一
」に
向
け
た
も
の

で
、住
民
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

①
税
率
改
正
に
伴
う
住
民
説

明
会
の
出
席
者
数
は
、８
会

場
合
計
で
19
名
。内
議
員
が

10
名
で
し
た
。周
知
方
法
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
。何
故
、

国
保
世
帯
に
ダ
イ
レ
ク
ト
通

知
を
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

②
県
は
、標
準
保
険
料
率
へ

の
移
行
を
令
和
９
年
度
と
し
、

市
町
の
財
政
事
情
に
よ
り
２

年
間
の
移
行
期
間
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、日
野
町
は

ど
の
よ
う
な
移
行
プ
ラ
ン
を

考
え
て
い
る
の
か
。

③
今
回
の
改
正
は
、令
和
７

年
度
の
県
の
国
保
事
業
納
付

金
に
伴
う
も
の
な
の
か
。次

年
度
以
降
を
見
据
え
た
改
正

な
の
か
。

④
令
和
７
年
度
の
財
政
調
整

基
金
の
支
出
見
込
み
額
は

６
千
５
７
０
万
円
と
し
て
お

り
、基
金
の
残
額
と
併
せ
て
、

今
後
の
基
金
運
用
と
税
率
改

正
の
考
え
方
は
。

①
従
来
の
周
知
で
は
、

参
加
者
が
集
ま
ら
な

い
。新
た
な
周
知
方
法
等
検

討
す
る
。

②
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し

て
、な
だ
ら
か
な
税
率
の
引

き
上
げ
と
す
る
た
め
、２
年

間
の
移
行
期
間
を
活
用
し
、

令
和
12
年
度
の
統
一
を
目
指

す
。

③
現
行
税
率
で
は
、県
と
の

大
き
な
差
額
が
あ
り
、現
状

は
２
年
毎
の
改
正
が
必
要
。

④
将
来
的
な
医
療
費
の
見
込

み
や
県
の
国
保
事
業
納
付
金
、

基
金
の
残
額
を
見
据
え
、税

率
改
正
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

◇
質
問
を
終
え
て

　
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事

故
を
受
け
て
、国
は「
２
ｍ

以
上
・
30
年
以
上
の
下
水
道

管
と
腐
食
の
状
況
な
ど
」を

全
国
の
自
治
体
へ
徹
底
調

査
を
開
始
し
た
。も
し
、滋

賀
県
で
起
こ
っ
た
ら
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。県
と

町
に
よ
る
徹
底
し
た
調
査

と
古
い
管
路
の
更
新
や
災

害
対
応
の
強
化
と
連
携
を

お
願
い
し
た
い
。

　
国
保
の
問
題
は
、加
入

者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高

度
化
な
ど
に
よ
り
、一
つ
は

「
一
人
当
た
り
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、そ
れ
を
支
え
る
人
数
が

減
り
続
け
て
い
る
こ
と
」、

も
う
一
つ
は「
こ
れ
だ
け
保

険
税
を
上
げ
て
も
、ま
だ
追

い
つ
か
な
い
」と
い
う
国
保

の
運
営
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
で
す
。

　
国
保
加
入
者
へ
の
丁
寧

な
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◇
要
望

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
守
る
た
め
に
、行
政
か
ら

も
ぜ
ひ
指
導
を
お
願
い
し

た
い
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

　
日
本
人
の
主
食
で

あ
る
米
の
価
格
の
異

常
な
高
騰
に
生
産
者
側
と
し

て
も
困
惑
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
方
々
は
、自
家
消

費
米
と
少
し
の
縁
故
米
を
残

し
て
Ｊ
Ａ
等
の
業
者
へ
出
荷

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
消
費
者
買
入
れ
価
格
は
生

産
者
売
渡
し
価
格
の
倍
以
上

の
値
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
政
府
も
よ
う

や
く
２
月
13
日
に
政
府
備
蓄

米
を
放
出
す
る
判
断
を
し
ま

し
た
。

　
令
和
７
年
産
に
つ
い
て
は

未
定
で
す
が
、備
蓄
米
が
出

回
り
、輸
入
米
が
増
え
れ
ば
、

お
の
ず
と
生
産
者
に
と
っ
て

も
影
響
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
米
作
農
家
は
安
定
し
た
経

営
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、町
と

し
て
の
支
援
が
な
い
も
の
か

伺
い
ま
す
。　

昨
年
の
夏
よ
り
、

米
の
需
給
が
非
常
に

不
安
定
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、市
場
に
十
分
な
米
が
出

回
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

政
府
は
備
蓄
米
の
放
出
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と

の
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、政
府
が
備

蓄
米
を
放
出
す
る
こ
と
で
、

生
産
者
米
価
が
下
が
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ

り
ま
す
。

　
安
定
し
た
米
価
が
維
持
さ

れ
る
よ
う
、近
畿
農
政
局
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、米
を
め
ぐ

る
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、町
内
の
農
業
者
が
安
定

し
た
営
農
継
続
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
議

員
と
の
懇
談
会
が
行

わ
れ「
基
幹
産
業
と
し
て
の

日
野
の
農
業
を
守
り
、発
展

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
何
か
」や「
こ
れ
か
ら
の
地

域
農
業
に
つ
い
て
」と
の
議

題
で
、地
域
計
画
や
後
継
者

対
策
の
こ
と
な
ど
様
々
な
意

見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
さ
ん
か
ら
は

「
昨
年
の
米
価
は
今
後
も
農

業
を
続
け
る
値
の
価
格
で
あ

る
。し
か
し
、こ
こ
近
年
の
農

業
用
資
材
価
格
の
上
昇
、昨

年
末
よ
り
の
燃
料
の
高
騰
が

あ
り
、米
価
は
高
値
で
あ
る

も
の
の
農
業
所
得
の
増
加
に

結
び
つ
か
な
い
」と
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
の
第
１
回
臨
時
会
の

補
正
予
算
で
は
、地
域
経
済

緊
急
支
援
事
業
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響

を
踏
ま
え
、町
内
の
中
・
小
・

零
細
を
は
じ
め
と
す
る
事
業

者
に
支
援
金
の
給
付
に
必
要

と
す
る
経
費
３
千
万
円
が
予

算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。農
業

者
に
も
法
人
、大
規
模
農
家

や
認
定
農
業
者
、家
族
経
営

な
ど
様
々
で
す
が
、兼
業
農

家
に
も
同
じ
よ
う
に
支
援
で

き
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　

農
業
者
に
向
け
た

物
価
高
騰
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
兼
業
農
家
も
対
象

に
、燃
油
高
騰
対
策
を
は
じ

め
、肥
料
や
農
薬
、農
業
組
合

へ
の
支
援
等
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、最
近
で

は
燃
料
代
が
再
び
高
騰
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、引
き
続

き
国
際
情
勢
の
不
安
定
さ
な

ど
か
ら
、物
価
や
資
材
等
の

高
止
ま
り
が
懸
念
さ
れ
、農

業
者
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業

で
は
、町
内
の
中
小
企
業
者

を
は
じ
め
、個
人
事
業
者
に

つ
い
て
は
事
業
所
得
が
総
所

得
の
半
数
を
超
え
る
方
を
対

象
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
農
業
者
支
援
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
状
況
の

注
視
と
情
報
収
集
に
努
め
、

財
源
の
確
保
お
よ
び
有
効
な

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

▲八潮市の道路陥没現場

基
金
の
活
用
で
な
だ
ら
か
な
税
率
の
引
き
上
げ
を
目
指
す

県
下
保
険
料
率
の
統
一
と
日
野
町
国
保
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
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問
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一 質般 問

5年に1回、職員または業者委託で実施している

日野町の下水道管は定期点検されているか
「近助」の重要性を認識し、安心・安全なまちづくりに努めていきます

「震災からの学びと近助の大切さ」改めて考えるまちづくり

　
阪
神
淡
路
大
震
災・

東
日
本
大
震
災・熊
本

地
震・令
和
６
年
能
登
半
島
地

震・国
内
で
の
豪
雨
災
害
を
は

じ
め
、私
た
ち
は
そ
の
事
柄
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
つ
い
て
、当
時
石
川
県
珠
洲

市
立
宝
立
小
中
学
校
長
を
さ

れ
て
い
た
時
兼
秀
充
さ
ん（
元

日
本
青
年
団
協
議
会
副
会
長
）

か
ら「
能
登
に
お
け
る
震
災
と

復
興
の
歩
み
ー
青
年
団
活
動

の
経
験
を
踏
ま
え
て
」現
場
で

体
験
さ
れ
た
生
の
声
を
お
聴

き
し「
地
域
の
教
育
力
を
高
め

る
」重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。損

失
を
減
ら
す
防
災
か
ら「
価
値

向
上
型
」の
防
災
を
意
識
し
、日

常
か
ら
人
間
関
係
、近
所
関
係

を
良
好
に
し
、誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
魅
力
あ
る
地
域
共
生

社
会
を
つ
く
る
。

そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て

①
近
助
の
中
心
に
あ
る「
自

治
会
の
再
編
」に
つ
い
て
現

状
と
課
題
は
。

②「
震
災
か
ら
の
学
び
」に
つ

い
て
地
域
や
教
育
分
野
で
の

取
り
組
み
と
そ
の
効
果
は
。

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
町
か
ら
依
頼
し
て

い
る
役
の
整
理
、講
演
会
や
意

見
交
換
を
通
じ
た
情
報
共
有
の

機
会
づ
く
り
や
自
治
会
活
動
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。防
災

の
取
り
組
み
は
普
段
か
ら
必
要

と
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
担

い
手
不
足
な
ど
人
口
減
少
局
面

で
の
大
き
な
課
題
も
あ
り
、各

自
治
会
の
現
状
を
踏
ま
え
て

「
近
助
」の
必
要
性
を
粘
り
強
く

訴
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
捉

え
て
い
ま
す
。

②
地
域
・
企
業
・
教
育
・
行
政
運

営
な
ど
様
々
な
分
野
で「
震
災

か
ら
の
学
び
」が
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。実
際
に
現
地
で
支
援

に
携
わ
っ
た
職
員
の
経
験
を

活
か
し
た
報
告
会
を
通
じ
た

意
識
改
革
。地
区
公
民
館
で
は

防
災
合
宿
の
取
り
組
み
や
防

災
の
視
点
か
ら
の
人
権
学
習

や
研
修
会
。教
育
に
お
い
て
は

消
防
署
や
防
災
士
と
連
携
し
、

子
ど
も
が
自
ら
考
え
行
動
し

「
命
」を
守
る
こ
と
の
重
要
性

を
学
ん
で
い
た
だ
い
て
ま
す
。

引
き
続
き
、関
係
機
関
と
連
携

し
、安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
複
雑
な
社
会
情
勢

と
予
測
で
き
な
い
事

柄
の
連
続
、凄
ま
じ
い
物
量

で
情
報
が
飛
び
交
い
あ
ふ
れ

る
世
の
中
を
冷
静
に
見
つ
め

る
と
大
き
な
不
安
感
に
さ
い

な
ま
れ
ま
す
。　

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
」=

１
９
９
０

年
代
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

世
界
規
模
で
急
速
に
普
及
、

今
で
は
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
世

界
中
の
誰
と
で
も
繋
が
る
こ

と
が
で
き
、ネ
ッ
ト
上
に
は

膨
大
な
量
の
情
報
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
デ
ジ
タ
ル
」=

離
れ
た
モ

ノ
を
繋
げ
る
技
術
が
進
化
し
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て

い
く
流
れ
が
デ
ジ
タ
ル
化
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ

ド
、A
I
と
い
っ
た
技
術
は

様
々
な
文
脈
で
新
し
い
価
値

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　「
S
N
S
」=

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
特
定
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で
ユ
ー
ザ
ー
が

交
流
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る

つ
な
が
り
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

よ
り
加
速
度
を
増
し
て
い
ま

す
。デ
ジ
タ
ル
認
知
症
・
比
較

文
化
と
S
N
S
・
生
成
A
I
と

人
間
な
ど
、今
一
度
そ
の
必
要

性
と
危
険
性
を
理
解
し
利
用

価
値
に
つ
い
て
向
き
合
う
べ

き
時
代
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
て

①
こ
の
30
年
の
急
激
な
情
報

化
社
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

②
住
民
生
活
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
恩
恵
・
効
果
と
失
っ

て
き
た
部
分
へ
の
認
識
は
。

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

情
報
の
流
通
手
段
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
の
生
活
や
活
動
に

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら

世
界
規
模
で
つ
な
が
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
一
方
で

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
て

い
る
た
め
、利
便
性
と
危
険

性
の
両
面
を
認
識
し
た
活
用

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

②
住
民
生
活
の
点
で
は
電
子

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
情
報
発

信
の
拡
充
。グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
企
業
活
動
で
は
世
界
中

の
顧
客
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。教
育
現
場
で
は

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
入

手
し
、共
有
や
双
方
向
の
や

り
取
り
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
広
げ
て
い
ま
す
。

新
た
な
リ
ス
ク
を
認
識
し
つ

つ
、変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

　
埼
玉
県
八
潮
市
で

下
水
道
管
の
破
裂
が

原
因
と
み
ら
れ
る
大
規
模
な

道
路
の
陥
没
が
発
生
し
、そ

の
復
旧
作
業
が
大
変
な
状
況

と
な
っ
た
。日
本
の
都
会
の

下
水
道
は
高
度
経
済
成
長
期

に
整
備
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、日
野
町
の
下
水
道

は
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
後
に
整

備
さ
れ
た
と
思
う
。そ
れ
ゆ

え
ま
だ
30
年
ほ
ど
し
か
経
過

し
て
い
な
い
が
、や
が
て
耐

用
年
数
の
50
年
を
迎
え
る
時

が
来
ま
す
。そ
こ
で
何
点
か

質
問
し
ま
す
。

①
日
野
町
の
場
合
、下
水
道

管
の
亀
裂
や
破
損
、漏
水
等

は
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
し

て
い
る
の
か
。

②
平
成
27
年
の
下
水
道
法
改

正
で
、腐
食
の
恐
れ
が
大
き

い
下
水
道
管
は
５
年
に
１
回

以
上
点
検
す
る
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
た
が
、日
野
町
の
状

況
は
ど
う
か
。

③
各
家
庭
や
事
業
所
等
か
ら

排
水
さ
れ
る
下
水
は
、排
水
量

と
処
理
水
量
が
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
の
か
。そ
れ
と
も
ど
ち

ら
か
が
１
割
以
上
多
い
の
か
。

例
え
ば
上
水
道
の
場
合
、給
水

量
に
対
し
て
使
用
水
量
が
１

割
以
上
少
な
く
、そ
の
分
漏
水

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

下
水
道
も
ど
こ
か
で
漏
水
、あ

る
い
は
逆
に
増
水
す
る
こ
と

が
あ
る
の
か
。

①
破
損
の
恐
れ
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
箇

所
を
中
心
に
、テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
等
に
よ
る「
管
路
調
査
」を

実
施
し
、状
況
把
握
に
努
め

て
い
る
。

②
下
水
道
管
の
定
期
点
検
に

つ
い
て
は
、当
町
の
下
水
道

管
は
材
質
上
腐
食
の
恐
れ
が

低
い
た
め
、５
年
に
１
度
、マ

ン
ホ
ー
ル
部
分
を
中
心
に
職

員
ま
た
は
業
者
委
託
で
実
施

し
て
い
る
。

③
下
水
道
の
場
合
、雨
水
等

の
不
明
水
の
流
入
が
あ
り
、

県
全
体
で
は
排
水
量
よ
り
処

理
水
量
の
方
が
15
％
ほ
ど
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
大
阪
府
熊
取
町
に

立
地
す
る
会
社
の
井

戸
水
か
ら「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）」が
検
出
さ

れ
、国
の
暫
定
目
標
値（
１
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ

ム
）の
１
，４
６
０
倍
の
数
値

で
あ
っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

高
い
濃
度
の
飲
料
水
を
飲
み

つ
づ
け
る
と
人
体
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、ま
た
癌
の
発
症

リ
ス
ク
も
高
く
な
る
と
言
わ

れ
る
。こ
の
問
題
を
受
け
て

日
野
町
も
水
道
水
の
水
質
検

査
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

結
果
は
国
の
暫
定
目
標
値
以

下
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
と
１
月
の
水
道
料
金
の
お

知
ら
せ
の
レ
シ
ー
ト
に
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
点

か
質
問
し
ま
す
。

①
日
野
町
の
水
道
水
は
国
の

暫
定
目
標
値
以
下
と
い
う
事

で
す
が
、検
査
の
結
果
か
ら

具
体
的
な
数
値
が
分
か
れ
ば

教
え
て
下
さ
い
。

②
こ
の
項
目
は
水
道
水
の
定

期
検
査
項
目
に
新
た
に
加
え

ら
れ
た
の
か
ど
う
か
。

③
日
野
町
内
の
一
級
河
川
に

つ
い
て
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ

れ
ら
の
河
川
に
つ
い
て
も
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
を
一
度
は
さ

れ
た
の
か
ど
う
か
。特
に
、日

野
第
２
工
業
団
地
の
下
流
に

あ
た
る
法
光
寺
川
で
の
水
質

検
査
は
必
要
と
思
い
ま
す
が

当
局
の
考
え
は
ど
う
か
。

①
い
ま
水
道
水
に
つ

い
て
こ
の
問
題
が
注

視
さ
れ
て
い
る
が
、日
野
町

で
は
令
和
６
年
６
月
に
水
道

水
を
２
か
所
で
検
査
し
て
お

り
、い
ず
れ
も
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。

②
こ
の
項
目
は
、現
時
点
で

は
国
の
水
質
基
準
項
目
に
は

な
い
が
、日
野
町
で
は
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い

た
だ
く
た
め
、年
に
一
回
は

検
査
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。

③
町
内
を
流
れ
る
８
つ
の
河

川
に
つ
い
て
水
質
検
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、国
に
お
い

て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
は
義
務

付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、実
施

し
て
い
な
い
。

　
工
場
排
水
が
流
れ
る
河
川

の
水
質
検
査
に
お
い
て
、Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
を
検
査
項
目
に
加
え

る
こ
と
は
、環
境
へ
の
影
響

や
健
康
に
関
す
る
懸
念
へ
の

高
ま
り
か
ら
検
討
し
て
い
く

と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、継
続
的

に
行
う
こ
と
は
、国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
専
門
家
と
も

相
談
す
る
中
で
判
断
す
る
。

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）の
水
質
調
査
に
つ
い
て

日
野
町
の
数
値
は
、５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
っ
た

新
た
な
リ
ス
ク
を
認
識
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

オ
ン
ラ
イ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
と
S
N
S
と「
人
間
」

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

13 議会だより
日野町議会

2025.５.15

一 質般 問

5年に1回、職員または業者委託で実施している

日野町の下水道管は定期点検されているか
「近助」の重要性を認識し、安心・安全なまちづくりに努めていきます

「震災からの学びと近助の大切さ」改めて考えるまちづくり

　
阪
神
淡
路
大
震
災・

東
日
本
大
震
災・熊
本

地
震・令
和
６
年
能
登
半
島
地

震・国
内
で
の
豪
雨
災
害
を
は

じ
め
、私
た
ち
は
そ
の
事
柄
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
つ
い
て
、当
時
石
川
県
珠
洲

市
立
宝
立
小
中
学
校
長
を
さ

れ
て
い
た
時
兼
秀
充
さ
ん（
元

日
本
青
年
団
協
議
会
副
会
長
）

か
ら「
能
登
に
お
け
る
震
災
と

復
興
の
歩
み
ー
青
年
団
活
動

の
経
験
を
踏
ま
え
て
」現
場
で

体
験
さ
れ
た
生
の
声
を
お
聴

き
し「
地
域
の
教
育
力
を
高
め

る
」重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。損

失
を
減
ら
す
防
災
か
ら「
価
値

向
上
型
」の
防
災
を
意
識
し
、日

常
か
ら
人
間
関
係
、近
所
関
係

を
良
好
に
し
、誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
魅
力
あ
る
地
域
共
生

社
会
を
つ
く
る
。

そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て

①
近
助
の
中
心
に
あ
る「
自

治
会
の
再
編
」に
つ
い
て
現

状
と
課
題
は
。

②「
震
災
か
ら
の
学
び
」に
つ

い
て
地
域
や
教
育
分
野
で
の

取
り
組
み
と
そ
の
効
果
は
。

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
町
か
ら
依
頼
し
て

い
る
役
の
整
理
、講
演
会
や
意

見
交
換
を
通
じ
た
情
報
共
有
の

機
会
づ
く
り
や
自
治
会
活
動
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。防
災

の
取
り
組
み
は
普
段
か
ら
必
要

と
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
担

い
手
不
足
な
ど
人
口
減
少
局
面

で
の
大
き
な
課
題
も
あ
り
、各

自
治
会
の
現
状
を
踏
ま
え
て

「
近
助
」の
必
要
性
を
粘
り
強
く

訴
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
捉

え
て
い
ま
す
。

②
地
域
・
企
業
・
教
育
・
行
政
運

営
な
ど
様
々
な
分
野
で「
震
災

か
ら
の
学
び
」が
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。実
際
に
現
地
で
支
援

に
携
わ
っ
た
職
員
の
経
験
を

活
か
し
た
報
告
会
を
通
じ
た

意
識
改
革
。地
区
公
民
館
で
は

防
災
合
宿
の
取
り
組
み
や
防

災
の
視
点
か
ら
の
人
権
学
習

や
研
修
会
。教
育
に
お
い
て
は

消
防
署
や
防
災
士
と
連
携
し
、

子
ど
も
が
自
ら
考
え
行
動
し

「
命
」を
守
る
こ
と
の
重
要
性

を
学
ん
で
い
た
だ
い
て
ま
す
。

引
き
続
き
、関
係
機
関
と
連
携

し
、安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
複
雑
な
社
会
情
勢

と
予
測
で
き
な
い
事

柄
の
連
続
、凄
ま
じ
い
物
量

で
情
報
が
飛
び
交
い
あ
ふ
れ

る
世
の
中
を
冷
静
に
見
つ
め

る
と
大
き
な
不
安
感
に
さ
い

な
ま
れ
ま
す
。　

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
」=

１
９
９
０

年
代
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

世
界
規
模
で
急
速
に
普
及
、

今
で
は
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
世

界
中
の
誰
と
で
も
繋
が
る
こ

と
が
で
き
、ネ
ッ
ト
上
に
は

膨
大
な
量
の
情
報
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
デ
ジ
タ
ル
」=

離
れ
た
モ

ノ
を
繋
げ
る
技
術
が
進
化
し
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て

い
く
流
れ
が
デ
ジ
タ
ル
化
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ

ド
、A
I
と
い
っ
た
技
術
は

様
々
な
文
脈
で
新
し
い
価
値

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　「
S
N
S
」=

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
特
定
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で
ユ
ー
ザ
ー
が

交
流
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る

つ
な
が
り
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

よ
り
加
速
度
を
増
し
て
い
ま

す
。デ
ジ
タ
ル
認
知
症
・
比
較

文
化
と
S
N
S
・
生
成
A
I
と

人
間
な
ど
、今
一
度
そ
の
必
要

性
と
危
険
性
を
理
解
し
利
用

価
値
に
つ
い
て
向
き
合
う
べ

き
時
代
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
て

①
こ
の
30
年
の
急
激
な
情
報

化
社
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

②
住
民
生
活
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
恩
恵
・
効
果
と
失
っ

て
き
た
部
分
へ
の
認
識
は
。

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

情
報
の
流
通
手
段
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
の
生
活
や
活
動
に

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら

世
界
規
模
で
つ
な
が
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
一
方
で

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
て

い
る
た
め
、利
便
性
と
危
険

性
の
両
面
を
認
識
し
た
活
用

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

②
住
民
生
活
の
点
で
は
電
子

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
情
報
発

信
の
拡
充
。グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
企
業
活
動
で
は
世
界
中

の
顧
客
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。教
育
現
場
で
は

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
入

手
し
、共
有
や
双
方
向
の
や

り
取
り
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
広
げ
て
い
ま
す
。

新
た
な
リ
ス
ク
を
認
識
し
つ

つ
、変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

　
埼
玉
県
八
潮
市
で

下
水
道
管
の
破
裂
が

原
因
と
み
ら
れ
る
大
規
模
な

道
路
の
陥
没
が
発
生
し
、そ

の
復
旧
作
業
が
大
変
な
状
況

と
な
っ
た
。日
本
の
都
会
の

下
水
道
は
高
度
経
済
成
長
期

に
整
備
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、日
野
町
の
下
水
道

は
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
後
に
整

備
さ
れ
た
と
思
う
。そ
れ
ゆ

え
ま
だ
30
年
ほ
ど
し
か
経
過

し
て
い
な
い
が
、や
が
て
耐

用
年
数
の
50
年
を
迎
え
る
時

が
来
ま
す
。そ
こ
で
何
点
か

質
問
し
ま
す
。

①
日
野
町
の
場
合
、下
水
道

管
の
亀
裂
や
破
損
、漏
水
等

は
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
し

て
い
る
の
か
。

②
平
成
27
年
の
下
水
道
法
改

正
で
、腐
食
の
恐
れ
が
大
き

い
下
水
道
管
は
５
年
に
１
回

以
上
点
検
す
る
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
た
が
、日
野
町
の
状

況
は
ど
う
か
。

③
各
家
庭
や
事
業
所
等
か
ら

排
水
さ
れ
る
下
水
は
、排
水
量

と
処
理
水
量
が
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
の
か
。そ
れ
と
も
ど
ち

ら
か
が
１
割
以
上
多
い
の
か
。

例
え
ば
上
水
道
の
場
合
、給
水

量
に
対
し
て
使
用
水
量
が
１

割
以
上
少
な
く
、そ
の
分
漏
水

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

下
水
道
も
ど
こ
か
で
漏
水
、あ

る
い
は
逆
に
増
水
す
る
こ
と

が
あ
る
の
か
。

①
破
損
の
恐
れ
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
箇

所
を
中
心
に
、テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
等
に
よ
る「
管
路
調
査
」を

実
施
し
、状
況
把
握
に
努
め

て
い
る
。

②
下
水
道
管
の
定
期
点
検
に

つ
い
て
は
、当
町
の
下
水
道

管
は
材
質
上
腐
食
の
恐
れ
が

低
い
た
め
、５
年
に
１
度
、マ

ン
ホ
ー
ル
部
分
を
中
心
に
職

員
ま
た
は
業
者
委
託
で
実
施

し
て
い
る
。

③
下
水
道
の
場
合
、雨
水
等

の
不
明
水
の
流
入
が
あ
り
、

県
全
体
で
は
排
水
量
よ
り
処

理
水
量
の
方
が
15
％
ほ
ど
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
大
阪
府
熊
取
町
に

立
地
す
る
会
社
の
井

戸
水
か
ら「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）」が
検
出
さ

れ
、国
の
暫
定
目
標
値（
１
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ

ム
）の
１
，４
６
０
倍
の
数
値

で
あ
っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

高
い
濃
度
の
飲
料
水
を
飲
み

つ
づ
け
る
と
人
体
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、ま
た
癌
の
発
症

リ
ス
ク
も
高
く
な
る
と
言
わ

れ
る
。こ
の
問
題
を
受
け
て

日
野
町
も
水
道
水
の
水
質
検

査
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

結
果
は
国
の
暫
定
目
標
値
以

下
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
と
１
月
の
水
道
料
金
の
お

知
ら
せ
の
レ
シ
ー
ト
に
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
点

か
質
問
し
ま
す
。

①
日
野
町
の
水
道
水
は
国
の

暫
定
目
標
値
以
下
と
い
う
事

で
す
が
、検
査
の
結
果
か
ら

具
体
的
な
数
値
が
分
か
れ
ば

教
え
て
下
さ
い
。

②
こ
の
項
目
は
水
道
水
の
定

期
検
査
項
目
に
新
た
に
加
え

ら
れ
た
の
か
ど
う
か
。

③
日
野
町
内
の
一
級
河
川
に

つ
い
て
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ

れ
ら
の
河
川
に
つ
い
て
も
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
を
一
度
は
さ

れ
た
の
か
ど
う
か
。特
に
、日

野
第
２
工
業
団
地
の
下
流
に

あ
た
る
法
光
寺
川
で
の
水
質

検
査
は
必
要
と
思
い
ま
す
が

当
局
の
考
え
は
ど
う
か
。

①
い
ま
水
道
水
に
つ

い
て
こ
の
問
題
が
注

視
さ
れ
て
い
る
が
、日
野
町

で
は
令
和
６
年
６
月
に
水
道

水
を
２
か
所
で
検
査
し
て
お

り
、い
ず
れ
も
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。

②
こ
の
項
目
は
、現
時
点
で

は
国
の
水
質
基
準
項
目
に
は

な
い
が
、日
野
町
で
は
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い

た
だ
く
た
め
、年
に
一
回
は

検
査
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。

③
町
内
を
流
れ
る
８
つ
の
河

川
に
つ
い
て
水
質
検
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、国
に
お
い

て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
は
義
務

付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、実
施

し
て
い
な
い
。

　
工
場
排
水
が
流
れ
る
河
川

の
水
質
検
査
に
お
い
て
、Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
を
検
査
項
目
に
加
え

る
こ
と
は
、環
境
へ
の
影
響

や
健
康
に
関
す
る
懸
念
へ
の

高
ま
り
か
ら
検
討
し
て
い
く

と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、継
続
的

に
行
う
こ
と
は
、国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
専
門
家
と
も

相
談
す
る
中
で
判
断
す
る
。

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）の
水
質
調
査
に
つ
い
て

日
野
町
の
数
値
は
、５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
っ
た

新
た
な
リ
ス
ク
を
認
識
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

オ
ン
ラ
イ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
と
S
N
S
と「
人
間
」

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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日
野
町
に
お
け
る
ネ
グ
レ
ク
ト
の
実
態
と
対
応
策
に
つ
い
て

　
町
で
は
当
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、よ
り
良
い
幼
児
教
育
、

保
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、

２
度
に
わ
た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、意
見

数
は
16
名
の
方
か
ら
延
べ
61

件
で
し
た
。

①
意
見
提
出
さ
れ
た
人
数
が

少
な
く
思
う
が
、周
知
方
法

は
適
切
で
あ
っ
た
か
。ま
た
、

町
が
想
定
し
て
い
た
回
答
数

と
の
乖
離
は
な
か
っ
た
の
か
。

②
町
で
人
口
減
少
に
対
し
全

庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
具

体
的
な
も
の
は
あ
る
の
か
。

③
今
後
、利
用
予
定
者
や
住

民
へ
の
説
明
会
の
実
施
予
定

は
あ
る
の
か
。

①
周
知
方
法
と
し
て

は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
日
野
メ
ー
ル
・
町
内
全

園
・
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば「
ぽ
け

っ
と
」を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
・
組
回
覧
な
ど
で
お
知
ら

せ
を
し
た
。２
度
目
の
実
施

時
に
は
Ａ
３
用
紙
１
枚
に
ま

と
め
た
概
要
版
を
作
成
掲
示

す
る
な
ど
工
夫
し
た
。

　

年
末
年
始
を
挟
ん
で
の
実

施
を
行
っ
た
の
も
家
族
で
の

会
話
の
中
に
少
し
で
も
話
題

に
上
が
る
こ
と
を
考
え
て
の

期
間
設
定
で
あ
る
。

　

今
後
実
施
す
る
際
は
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
於
い
て
先

進
事
例
を
参
考
に
住
民
の
方

に
実
施
内
容
を
見
つ
け
や
す

く
、町
政
に
参
画
し
て
も
ら

え
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

②
本
年
度
か
ら『
日
野
町
少

子
化
・
子
ど
も
未
来
戦
略
会

議
』を
立
ち
上
げ
、既
存
事
業

と
併
せ
て
全
庁
的
な
取
り
組

み
と
し
て
実
施
予
定
。

③
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
は

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、状
況
に
応
じ
地
域
や
団

体
へ
説
明
に
伺
う
。

　
子
ど
も
の
虐
待
に

つ
い
て
は
全
国
的
に

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、そ
の

中
で
も「
ネ
グ
レ
ク
ト
」い
わ

ゆ
る
児
童
虐
待
の
当
町
に
お

け
る
令
和
５
年
度
の
児
童
虐

待
件
数
2
3
4
件
の
う
ち
ネ

グ
レ
ク
ト
は
1
1
2
件
と
お

よ
そ
半
数
を
占
め
て
い
る
。

毎
年
70
件
前
後
の
新
規
相
談

数
と
な
っ
て
お
り
、全
国
平

均
約
１
％
の
２
倍
以
上
と
な

っ
て
い
る
が
町
の
対
応
策
、

防
止
策
は
あ
る
の
か
。

①
特
に
ネ
グ
レ
ク
ト
が
多
く

確
認
さ
れ
て
い
る
理
由
、要

因
は
何
か
。ま
た
、そ
れ
に
対

す
る
施
策
、地
域
や
個
人
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

か
。

②
就
学
前
の
時
期
に
子
ど
も

や
家
庭
の
様
子
を
確
認
す
る

上
で
も
、５
歳
児
健
康
診
査

な
ど
の
導
入
は
有
効
な
手
段

だ
と
考
え
る
が
、導
入
の
検

討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。ま

た
、５
歳
児
健
康
診
査
と
同

様
の
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
１
ヶ
月
児
健
康
診
査
の
助

成
の
実
施
が
今
年
度
か
ら
新

規
事
業
と
し
て
始
ま
る
が
、

ど
の
よ
う
な
実
施
方
法
な
の

か
。住
民
の
負
担
額
は
あ
る

の
か
。

③
当
該
家
庭
や
親
御
さ
ん
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
や
町
か
ら

１
件
で
も
虐
待
を
減
ら
す
施

策
は
あ
る
の
か
。今
年
度
、新

規
事
業
と
し
て
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
取
り
組
み

が
始
ま
る
が
、今
後
ペ
ア
レ

ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

予
定
は
あ
る
の
か
。

①
近
年
、ネ
グ
レ
ク

ト
も
虐
待
の
一
種
と

し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、園
や
学
校
、医
療
機
関
、

近
隣
住
民
な
ど
が
異
変
に
気

付
き
通
報
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
り
、令
和
６
年
度
か

ら
は『
日
野
町
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
』を
設
置
し
、さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
。要
因
と

し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
育
児

の
孤
立
化
、デ
ジ
タ
ル
依
存

も
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
。日
頃
か
ら
地
域
の

方
々
と
子
育
て
世
代
が
交
流

し
、異
変
に
気
付
い
た
場
合

に
は
支
援
機
関
に
繋
げ
て
い

連
携
を
密
に
し
、未
然
に
防
ぐ
環
境
整
備
に
努
め
る

日野町幼児教育保育施設再編整備計画（案）における
住民意見募集（パブリックコメント）の結果について

く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

②
５
歳
児
健
康
診
査
は
児
童

虐
待
の
予
防
や
早
期
発
見
と

い
う
観
点
か
ら
も
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

の
整
備
と
連
携
体
制
が
必
要

と
な
る
た
め
、他
市
町
の
状

況
も
伺
い
な
が
ら
実
施
に
向

け
研
究
を
進
め
て
い
く
。１

ヶ
月
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

は
受
診
後
に
行
政
へ
の
報
告

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
加
わ
り
、

産
院
等
で
受
け
て
い
た
内
容

と
大
き
な
違
い
は
な
く
、住

民
個
人
の
負
担
額
は
な
い
。

③
要
保
護
家
庭
が
抱
え
る
課

題
等
を
関
係
機
関
に
て
共
有

し
た
う
え
で
役
割
分
担
を
し
、

協
力
し
て
支
援
を
行
う
よ
う

努
め
て
い
る
。

　

早
期
発
見
・
支
援
、親
の
負

担
軽
減
、関
係
機
関
の
関
わ

り
等
が
重
要
で
あ
り
、相
談

体
制
や
窓
口
の
強
化
等
、未

然
に
防
ぐ
環
境
整
備
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、子
育
て
の

ニ
ー
ズ
も
視
野
に
入
れ
て
今

後
考
え
て
い
く
。
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錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

子どもたち、携わる方々の笑顔のため、今後も努める



一 質般 問

地域に寄り添う形で対応、引き続き伴走支援をしていく

持続可能な地域農業にしていくには

何
故
、予
算
に
組
み
入
れ
な
い
町
長
肝
い
り
新
こ
ど
も
園
建
設
経
費
？

　
日
野
町
の
農
業
は

面
積
が
小
さ
い
中
山

間
地
の
農
地
が
多
く
、そ
の

中
山
間
部
で
の
農
業
は
手
間

と
時
間
を
多
く
消
費
し
、作

業
効
率
、農
業
生
産
性
が
良

く
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な

中
で
も
必
死
に
な
っ
て
地
域

の
農
業
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
奮
闘
し
、結
果
、労

力
を
多
く
し
て
十
分
な
収
益

が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
諸
課
題

に
つ
い
て
①「
地
域
計
画
」の

進
捗
②
農
業
に
お
け
る
人
材

確
保
③
５
年
に
１
度
の
水
張

り
ル
ー
ル
は
④
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

（
地
域
運
営
組
織
）の
進
捗
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
地
域
計
画
の
進
捗

は
、地
域
に
寄
り
添

う
形
で
対
応
し
、２
月
末
の

時
点
で
52
の
農
業
組
合
等
か

ら
提
出
を
受
け
ま
し
た
。地

域
で
の
話
し
合
い
が
進
み
、

集
落
営
農
組
織
が
立
ち
上
が

っ
た
り
、農
地
の
見
え
る
化

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
人
材
確
保
策
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
尊
重

し
た
う
え
で
、一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
範
囲
で
協
力
を
続

け
な
が
ら
、新
た
に
関
わ
り

を
持
つ
人
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、施

策
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

③
水
張
り
ル
ー
ル
の
見
直
し

は
、機
会
が
あ
る
ご
と
に
国

に
伝
え
て
き
ま
し
た
。去
る

１
月
31
日
に
農
林
水
産
大
臣

よ
り「
水
張
り
は
不
要
」が
示

さ
れ
、現
在
情
報
の
収
集
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

④
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
は
、令
和
８

年
度
以
降
、国
の
財
政
支
援

が
な
く
な
る
た
め
、町
は
、滋

賀
県
と
共
に
、伴
走
支
援
を

行
い
、掲
げ
て
お
ら
れ
る
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
協

力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
の
財
政
状
況
は

社
会
保
障
関
係
経
費

や
人
件
費
の
急
激
な
増
加
が

見
ら
れ
、加
え
て
物
価
高
騰

に
よ
る
経
常
経
費
の
上
昇
が

じ
わ
り
じ
わ
り
と
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
、

そ
の
状
況
を
デ
ー
タ
化
し
注

視
し
て
き
ま
し
た
。町
の
財

政
調
整
基
金（
町
の
貯
金
）は

毎
年
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
取
り
崩
し
て
い
る
も
の
の
、

年
度
途
中
の
歳
入
の
増
に
よ

り
繰
り
戻
し
す
る
こ
と
や
、

そ
の
他
特
定
目
的
基
金
に
積

立
て
を
行
い
、決
算
時
の
基

金
残
高
は
一
定
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。（
左
の
表
）

　
し
か
し
な
が
ら
、令
和
７

年
度
は
こ
の
取
り
崩
し
額
が

大
き
い
こ
と
に
加
え
、町
長

肝
い
り
の「
新
こ
ど
も
園
」の

建
設
に
伴
う
経
費
が
組
み
込

ま
れ
て
お
ら
ず
、背
景
に
何

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

新
こ
ど
も
園
の
予

算
は
、こ
れ
ま
で「
日

野
町
幼
児
教
育
保
育
施
設
再

整
備
計
画
」お
よ
び「
第
３
期

日
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」を
同
時
進
行

で
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ
の
た
め
、新
こ
ど
も
園

の
整
備
に
つ
い
て
は
、現
在
、

基
本
構
想
を
策
定
中
に
つ
き
、

関
係
す
る
予
算
に
つ
い
て
も

今
後
状
況
が
整
い
次
第
計
上

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
義
務
的
経
費
等
が

増
え
る
と
予
測
し
て
お
り
、

既
存
事
業
の
見
直
し
が
必
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。限
ら

れ
た
人
材
と
財
源
の
中
で
、

事
業
の
優
先
度
や
費
用
対
効

果
な
ど
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、基
本
構
想
策
定
中
、状
況
が
整
い
次
第
計
上
し
て
い
く

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
再
質
問
で

　

基
本
構
想
は
令
和
７
年

６
月
ま
で
。新
こ
ど
も
園
の

開
園
は
再
編
整
備
計
画
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
令
和

10
年
４
月
を
目
指
す
。財
源

は
明
確
な
回
答
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

971 972
1,052 1,017

1,214 1,214 1,214 1,214

676

332
473 473 474 474 474 474 474

334

718 689 744 698
1,061

1,175

1,422 1,461 1,465

0

500

1,000

1,500

2,000

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和6 見込 令和7 見込

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金

その他特定目的基金 積み上がってきています

減債基金 一定で推移

財政調整基金 一定に推移

令和７年度見込み（注意）
財政調整・減債基金取り崩しています
年度内に繰り戻しできるか注視

右の二次元コードから一般質問で使用した
データ資料（3枚）を見ることができます。
町の財政状況、基金（貯金）の状況、地方債
（借金）の状況をグラフにしています。

地域で農業を守る取り組みを行っています

町の基金 年度別残高推移
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６

見込
令和７
見込

財政調整
基金 971 972 1,052 1,017 1,214 1,214 1,214 1,214 676
減債
基金 332 473 473 474 474 474 474 474 334

その他特定
目的基金 718 689 744 698 1,061 1,175 1,422 1,461 1,465

町の決算・予算資料から作成

単位　百万円

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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町独自に上乗せしての助成は考えていない　

2歳までの子のおむつ代への助成を求めます

①
計
画
案
で
は
、園

児
数
を
予
想
し
各
園

へ
の
入
所
の
見
込
み
数
を
査

定
し
な
け
れ
ば
施
設
の
規
模
、

事
業
費
な
ど
見
込
め
な
い
の

で
は
な
い
か
。特
に
、２
８
０

０
㎡（
平
米
）の
規
模
の
大
規

模
園（
定
数
3
0
0
人
規
模
）

の
根
拠
が
何
も
な
い
。令
和

７
年
度
以
降
の
需
要
量
は
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画（
案
）で
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
お
り
、年
齢
別
の
園
児
一

人
当
た
り
の
必
要
面
積
な
ど

か
ら
各
施
設
の
定
数
と
園
児

数
は
見
込
め
る
は
ず
で
す
。

２
８
０
０
㎡
の
根
拠
を
伺
う
。

②
計
画
案
の
内
容
は
、提
言

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

と
思
う
。提
言
で
は
、町
立
保

育
園
の
施
設
の
規
模
は
定
員

20
人
で
複
数
ク
ラ
ス
が
適

正
と
あ
り
、再
編
整
備
計
画

（
案
）の
桜
谷
こ
ど
も
園
は
、

20
人
で
複
数
ク
ラ
ス
と
な
ら

ず
、こ
ば
と
園
も
複
数
ク
ラ

ス
は
無
理
で
す
。ま
た
提
言

で
は
、認
定
こ
ど
も
園
２
園

が
必
要
と
あ
り
ま
す
が
、再

編
整
備
計
画（
案
）で
は
、３

園
に
増
え
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、提
言
で
の「
地
域
主
導
」

と
い
う
文
言
が「
待
機
児
童

解
消
」に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

提
言
を
基
本
に
し
て
作
成
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
設
こ
ど
も
園
あ
り
き
の
再

編
整
備
計
画（
案
）の
よ
う
に

読
み
取
れ
ま
す
。以
上
の
点

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
新
こ
ど
も
園
の
面

積
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
２
８
０
０
㎡
は
、集

約
化
の
対
象
と
な
る
、日
野

幼
稚
園
・
あ
お
ぞ
ら
園
・
必
佐

幼
稚
園
・
桜
谷
こ
ど
も
園
第

１
園
舎
の
既
存
施
設
の
面
積

の
合
計
値
を
元
に
、計
画
策

定
時
に
、想
定
値
と
し
て
記

載
し
た
も
の
で
す
。

②
再
編
整
備
計
画（
案
）は
、

町
の
公
共
施
設
の
整
備
に
関

わ
る
計
画
で
す
の
で「
在
り

方
懇
話
会
」か
ら
の
提
言
を

基
本
と
し
つ
つ
、町
の
計
画

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。在

り
方
懇
話
会
の
提
言
に
つ
い

て
は
、２
年
間
に
わ
た
り
多

く
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
議
論

を
重
ね
、ま
と
め
ら
れ
た
意

見
等
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
充

①
市
町
村
国
民
健
康

保
険
が
抱
え
る
課
題

と
し
て「
年
齢
構
成
が
高
く
、

医
療
費
水
準
が
高
い
」「
所
得

水
準
が
低
い
」「
保
険
料
負
担

が
重
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。国
で
は
パ
ー
ト
労
働
者

な
ど
が
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入

で
き
る
よ
う
制
度
変
更
が
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、元
気
に

働
く
人
が
国
保
か
ら
抜
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
こ

と
は
、国
保
財
政
か
ら
見
れ

ば
、さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、こ
の
こ
と
に
伴
う
新

た
な
支
援
措
置
は
考
え
て
い

る
か
。

②
米
原
市
で
は
、子
育
て
支

援
対
策
と
し
て
、こ
ど
も
の

均
等
割
が
軽
減（
免
除
）さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、同

じ
よ
う
に
日
野
町
で
も
軽
減

措
置
が
出
来
な
い
も
の
か
伺

い
ま
す
。

③
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度

が
創
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

被
保
険
者
か
ら
徴
収
す
る
の

は
あ
ま
り
に
も
安
易
な
や
り

方
で
は
な
い
か
。国
保
の
保

険
者
と
し
て
、住
民
の
暮
ら

し
に
責
任
を
持
つ
町
長
と
し

て「
こ
れ
は
困
る
。撤
回
す
る

べ
き
だ
。」と
国
に
言
う
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

④
今
回
の
税
率
改
正
は
、所

得
が
少
な
い
国
保
加
入
者
に

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
も
の

で
す
。ど
こ
か
ら
捻
出
せ
よ

と
い
う
の
で
す
か
。町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

①
新
た
な
支
援
措
置

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、国

保
か
ら
異
動
す
る
被
保
険
者

数
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、国

保
の
構
造
的
な
課
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
制
度
改
革
の

中
で
検
討
さ
れ
る
予
定
で
す
。

②
国
保
特
別
会
計
は
必
要
な

支
出
を
保
険
税
や
国
庫
負
担

金
等
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、法
定

外
の
一
般
会
計
繰
り
入
れ
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

③
国
保
制
度
の
構
造
的
な
問

題
に
加
え
、子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
に
対
し
て
は

様
々
な
財
政
支
援
の
方
策
を

講
じ
る
よ
う
、町
村
会
等
を

通
じ
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

④
被
保
険
者
の
年
齢
別
構
成

割
合
で
は
、後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
移
行
や
被
用
者

保
険
の
適
用
拡
大
な
ど
の
影

響
の
た
め
、被
保
険
者
数
の

大
き
な
減
少
が
見
込
ま
れ
、

今
後
も
一
人
当
た
り
医
療
費

等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
状
況
で
は
、基
金
の
取
り

崩
し
の
み
で
対
応
す
る
と
基

金
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
状
況

で
す
。基
金
の
残
高
と
活
用

で
き
る
基
金
額
を
考
慮
し
つ

つ
で
き
る
限
り
被
保
険
者
負

担
の
変
動
の
少
な
い
、な
だ

ら
か
な
税
率
の
引
き
上
げ
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
に
つ
い
て

県
知
事
や
町
村
会
を
通
じ
て
要
望
す
る

基本構想策定業務において検討中

幼児教育保育施設再編整備計画（案）について

松
まつ

田
だ

 洋
よう
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こ
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一 質般 問

対象者に個別通知したい
接種費用の３割相当を自己負担をお願いしたい

帯状疱疹ワクチン接種について

　
「
帯
状
疱
疹
」を
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
が

４
月
か
ら
定
期
接
種
化
さ
れ
、

接
種
費
用
の
一
部
が
公
費
助

成
さ
れ
ま
す
。自
己
負
担
額

は
、市
町
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

「
帯
状
疱
疹
」は
50
歳
以
上
に

な
る
と
発
症
率
が
高
く
な
り
、

日
本
で
は
80
歳
ま
で
に
約
３

人
に
１
人
が
発
症
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
に
つ
い
て
何
点
か
伺
う
。

①
現
在
使
用
中
の
ワ
ク
チ
ン

は
生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
だ
と
思
う
が
、自
己

負
担
額
を
伺
う
。

②
対
象
者
は
、国
で
は
65
歳

の
人
。60
～
64
歳
で
基
礎
疾

患
が
あ
る
人
等
々
。対
象
者

へ
の
周
知
の
方
法
は
ど
う
さ

れ
る
の
か
伺
う
。

③
町
と
し
て
50
歳
以
上
の
人

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一

部
助
成
の
お
考
え
は
あ
る
の

か
伺
う
。①

生
ワ
ク
チ
ン
は
１

回
接
種
、組
換
え
ワ

ク
チ
ン
は
２
回
接
種
と
な
る
。

令
和
７
年
度
に
近
江
八
幡
市

蒲
生
郡
医
師
会
へ
委
託
す
る

接
種
費
用
に
つ
い
て
は
、１

回
あ
た
り
生
ワ
ク
チ
ン
が
８
，

４
３
２
円
、組
換
え
ワ
ク
チ

ン
が
２
１
，２
１
０
円
で
調

整
さ
れ
た
。つ
き
ま
し
て
は
、

１
回
の
接
種
に
つ
き
接
種
費

用
の
３
割
相
当
の
額
を
自
己

負
担
と
し
て
お
願
い
し
た
い
。

②
対
象
者
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
、対
象
者
は
年
度
に
よ

っ
て
異
な
り
、接
種
期
間
も

当
該
年
度
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。令
和
７
年
４
月
以
降
、早

期
に
個
別
通
知
を
し
た
い
。

③
今
回
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
化
に
あ
た
っ

て
は
、国
に
お
い
て
様
々
な

議
論
が
行
わ
れ
、そ
の
結
果
、

帯
状
疱
疹
を
予
防
接
種
法
の

Ｂ
類
に
位
置
付
け
、対
象
者

等
に
関
す
る
規
定
を
定
め
ら

れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
町
独

自
に
接
種
対
象
者
を
65
歳
か

ら
50
歳
ま
で
広
げ
る
こ
と
や
、

接
種
費
用
の
一
部
助
成
は
考

え
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
今
後
30
年
間
の
発

生
確
率
が
70
％
～
80

％
と
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
は
、滋
賀
県
に
も
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。今
後
は
、能

登
半
島
地
震
や
熊
本
地
震
な

ど
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
て
、各
自
治
体
が
環
境

や
規
模
に
あ
っ
た
災
害
に
備

え
た
対
応
策
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。何
点

か
伺
う
。

①
現
在
、町
で
は
災
害
が
発

生
し
た
際
に
、被
災
自
治
体

が
外
部
か
ら
の
支
援
を
円
滑

に
受
け
入
れ
る
た
め
に「
受

援
計
画
」を
策
定
中
で
す
が
、

概
要
と
完
成
予
定
を
伺
う
。

②
今
、大
災
害
の
備
え
と
し

て
災
害
用
井
戸
の
整
備
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。日
野
町

に
お
い
て
も
、上
水
道
の
耐

震
化
事
業
を
計
画
的
に
早
急

に
進
め
る
と
共
に
、災
害
用

井
戸
の
整
備
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

③
国
で
は
耐
震
改
修
を
促
進

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が

ら
高
齢
化
が
著
し
い
地
域
で

は
、古
い
ま
ま
住
み
続
け
、跡

継
ぎ
不
在
や
資
金
不
足
で
耐

震
改
修
を
た
め
ら
う
高
齢
者

は
少
な
く
な
い
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。日
野
町
に
お
い
て

も
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
概
算
費
用
作
成
を
さ
れ

て
も
実
際
に
耐
震
改
修
工
事

実
施
は
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。町
と
し
て
耐
震
改
修
を

促
進
す
る
お
考
え
は
あ
る
の

か
伺
う
。①

他
市
町
応
援
職
員

や
支
援
物
資
の
受
け

入
れ
・
配
置
等
を
円
滑
に
進

め
、災
害
応
急
対
応
や
迅
速

な
被
災
者
支
援
を
可
能
と
す

る
た
め
の
役
割
体
制
や
イ
メ

ー
ジ
図
、タ
イ
ム
フ
ロ
ー
等

を
記
載
し
た
計
画
で
早
急
に

仕
上
げ
る
。

②
上
水
道
は
管
路
耐
震
化
更

新
計
画
を
基
本
に
、計
画
的

な
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

災
害
用
井
戸
は
、共
助
の
視

点
で
地
域
の
中
で
も
、災
害

発
生
時
の
対
応
を
考
え
る
中

で
、井
戸
の
周
知
や
活
用
方

法
の
検
討
が
大
事
と
考
え
て

い
る
。

③
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
制

度
を
設
け
て
お
り
、令
和
７

年
度
か
ら
町
で
も
増
額
す
る

予
定
で
す
。今
後
、さ
ら
に
制

度
を
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
耐
震
診
断
や
概
算
費
用
作

成
事
業
、耐
震
改
修
補
助
制

度
に
つ
い
て
、周
知
・
啓
発
を

行
い
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め

て
い
き
た
い
。

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ
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水
道
管
の
計
画
的
な
耐
震
化
を
進
め
て
い
る

地
域
の
中
で
も
、災
害
発
生
時
の
対
応
を
考
え
る
中
で
、

井
戸
の
周
知
や
活
用
方
法
の
検
討
が
大
事

災
害
に
備
え
た
対
応
策
の
整
備
に
つ
い
て
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い
ま
多
く
の
集
落

で
自
分
た
ち
の
地
区

の
農
業
の
将
来
を
話
し
合
う

「
地
域
計
画
」に
取
り
組
ま
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
先
日
も
日
野
町
農
業
委
員

会
の
皆
さ
ま
と
の
懇
談
会
が

あ
り「
５
年
後
で
も
不
安
だ

が
10
年
後
は
全
く
見
当
が
つ

か
な
い
」と
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
ま
ず

現
状
か
ら
尋
ね
ま
す
。

①
現
時
点
で
コ
メ
作
り
を
さ

れ
る
農
業
経
営
体
の
数
は
。

②「
地
域
計
画
」か
ら
み
る
将

来
の
経
営
体
数
の
動
向
は
。

③
今
後
の
耕
作
者
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
か
。

④
日
野
町
の
お
米
は
味
も
良

く
競
争
力
も
あ
る
と
思
う
が

「
近
江
日
野
米
」と
し
て
地
元

農
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
町
も

さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

⑤
地
元
産
米
の
町
内
で
の
自

給
率
は
統
計
さ
れ
て
い
る
の

か
。ま
た
町
内
で
日
野
産
米

を
購
入
す
る
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

⑥
令
和
の
コ
メ
騒
動
か
ら
小

売
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

町
内
の
コ
メ
農
家
を
守
る
た

め
に
は
新
潟
の
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
の
も
選
択
肢
で

あ
る
が
農
林
課
の
見
解
は
。

①
認
定
農
業
者
が
約

50
件
、農
事
組
合
法

人
が
９
件
、集
落
営
農
が
約

10
件
、そ
し
て
そ
れ
以
外
の
個

人
農
家
は
約
8
0
0
件
で
す
。

②
５
年
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
減

少
し
10
年
後
に
は
大
き
く
減

少
す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

③
認
定
農
業
者
や
農
事
組
合

法
人
等
の
面
積
は
微
増
し
個

人
農
家
に
つ
い
て
は
微
減
す

る
。

④
コ
メ
等
の
販
売
事
業
者
と

栽
培
方
法
や
諸
条
件
を
交
渉

し
成
立
す
れ
ば
日
野
米
を
販

売
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

⑤
縁
故
米
の
流
通
が
あ
り
数

値
を
把
握
す
る
も
の
は
な
い
。

日
野
町
産
米
を
わ
か
り
や
す

く
購
入
す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
は
Ｐ
Ｒ
も
含
め
研
究
す
る
。

⑥
環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
や
、

銘
柄
に
よ
る
も
の
等
様
々
な

視
点
で
研
究
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

コ
メ
作
り
の
補
助
金
に
つ
い
て

　
主
に
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度

《
以
後「
中
山
間
」と
略
》、多

面
的
機
能
支
払
交
付
金（
ま

る
ご
と
保
全
）《
以
後「
多
面

的
」と
略
》の
各
制
度
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
中
山
間
は
令
和
７
年
度
よ

り
対
象
農
地
の
条
件
が
緩
和

さ
れ
る
。こ
の
補
助
金
の
用

途
は
柔
軟
で
あ
り
が
た
い
が
、

写
真
に
よ
る
実
績
報
告
に
つ

い
て
苦
労
し
て
い
る
。報
告

方
法
を
変
更
で
き
な
い
か
。

②
中
山
間
の
交
付
金
支
給
時

期
に
つ
い
て
、初
年
度
は
手

元
に
資
金
が
な
い
こ
と
か
ら

こ
れ
を
早
め
る
こ
と
を
検
討

で
き
な
い
か
。

③
多
面
的
に
つ
い
て
事
務
処

理
が
煩
雑
で
継
続
さ
れ
な
か

っ
た
組
織
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。制
度
面
の
変
更
や
、取

組
集
落
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
で
き
て
い
る
か
。

④
他
市
町
で
は
広
域
化
に
よ

り
、事
務
作
業
の
専
門
性
を

高
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

日
野
町
で
の
広
域
化
の
取
組

み
に
つ
い
て
農
林
課
の
考
え

は
ど
う
か
。

⑤
上
記
以
外
の
制
度
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。営
農
組
織
の

立
ち
上
げ
時
や
、規
模
拡
大

す
る
と
き
は
補
助
金
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
る
が
、農
事
組
合
法

人
や
集
落
営
農
は
組
織
が
出

来
上
が
る
と
地
区
内
で
農
業

を
行
う
た
め
規
模
拡
大
が
行

い
に
く
い
。経
年
に
よ
る
機

械
更
新
に
困
っ
て
い
る
が
何

か
方
策
は
あ
る
か
。

①
小
規
模
な
圃
場
の

草
刈
り
を
含
め
、す

べ
て
の
圃
場
で
の
写
真
を
提

出
い
た
だ
く
こ
と
は
相
当
な

事
務
量
に
な
る
こ
と
か
ら
、

小
規
模
な
草
刈
り
作
業
等
の

写
真
の
添
付
は
任
意
と
し
て

い
ま
す
。不
明
な
点
は
農
林

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
初
年
度
は
集
落
か
ら
の
協

定
書
の
認
定
後
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
。手
続
き
の
前
倒

し
な
ど
検
討
し
ま
す
。

③
前
年
度
と
比
較
し
令
和
６

年
度
は
４
組
織
が
構
成
員
の

高
齢
化
や
、活
動
の
担
い
手

不
足
な
ど
に
よ
り
、取
組
の

継
続
を
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
織
で
の
作
業
が
困
難
な
場

合
は
外
注
も
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、相
談
が
あ
れ
ば
そ

の
旨
助
言
し
て
い
ま
す
。

④
組
織
の
広
域
化
は
有
効
な

面
も
多
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
が
、集
落
間
の
調
整
や
合

意
形
成
が
必
要
で
す
。広
域

化
の
支
援
の
研
究
や
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
国
で
予
算
措
置
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、耕

作
者
の
目
標
達
成
は
必
須
と

な
り
ま
す
。ま
た
機
械
等
の

単
純
更
新
は
対
象
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。集
落
営
農
対
象

の
事
業
も
あ

る
こ
と
か
ら
、

個
別
に
相
談

く
だ
さ
い
。

経営体は5年後までは緩やかに、それ以降は大きく減少する
栽培方法等の条件を詰めれば、近江日野米として販売する可能性はある

5年後10年後の日野町のコメ作りについて

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

農
事
組
合
法
人
や
集
落
営
農
対
象
の
事
業
も
あ
り
相
談
を
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一 質般 問

　
12
月
議
会
に
引
き

続
き
、学
校
給
食
無

償
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
前
議
会
で
は
2
，8
4
2

筆
の
請
願
署
名
提
出
に
も
か

か
わ
ら
ず
継
続
審
査
と
な
り
、

本
定
例
会
中
の
総
務
常
任
委

員
会
で
再
度
審
議
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、こ
の
間
、当
局
は

ど
う
対
応
、ま
た
検
討
さ
れ

て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

①
昨
年
度
、全
国
で
は
５
４

７
自
治
体
、県
下
で
は
４
自

治
体
が
小
中
学
校
と
も
に
全

額
無
償
、一
部
無
料
が
本
町

も
含
め
て
７
自
治
体
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
県
下
市
町
の
25
年
度（
判

明
分
）は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、伺
い
ま
す
。

②
石
破
首
相
は
小
学
校
給
食

の
無
償
化
に
つ
い
て「
26
年

度
以
降
で
き
る
限
り
早
期
の

制
度
化
を
め
ざ
し
た
い
」と

発
言
さ
れ
て
お
り
、無
償
化

を
実
施
さ
れ
る
自
治
体
は
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
法
11
条
を
タ
テ
に

一
歩
も
踏
み
出
さ
な
い
日
野

町
の
姿
勢
を
再
度
伺
い
ま
す
。

①
県
内
で
小
中
学
校

と
も
に
全
額
無
償
の

自
治
体
は
４
。小
学
校
の
み

全
額
無
償
１
、中
学
校
の
み

１
。令
和
７
年
度
新
た
に
無

償
化
を
予
定
さ
れ
て
い
る
自

治
体
は
１
自
治
体
で
、小
中

学
校
と
も
に
全
額
無
償
化
を

さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
の
答
弁
の
と
お

り
、学
校
給
食
法
11
条
に
お

い
て
保
護
者
に
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。学
校
給
食
は
、食

事
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

食
に
関
す
る
重
要
な
学
び
の

場
面
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
野
町
は
、有
機
食
材
の

使
用
な
ど
米
や
野
菜
の
生
産

者
の
顔
、調
理
に
携
わ
る
職

員
の
顔
が
見
え
る
自
校
･
直

営
方
式
の
良
さ
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。こ
れ
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、こ

れ
ま
で
か
ら
米
代
を
無
償
に

し
て
い
る
ほ
か
、食
材
費
や

燃
料
費
対
応
で
国
の
補
助
を

活
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
一
般
財
源

は
確
保
し
、給
食
費
へ
の
転

嫁
な
く
運
営
し
て
い
き
た
い
。

学校給食無償化に向けて再度伺う
給食は食に関する重要な学びの場面である

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

◇
再
質
問
･
要
望

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は

あ
る
程
度
先
を
読
む
こ
と

が
必
要
だ
。日
野
町
は
18
歳

以
下
医
療
費
無
料
化
な
ど

他
市
町
に
比
べ
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
い
、そ
れ
が

全
県
に
広
が
っ
た
。今
、こ

こ
で
踏
ん
張
れ
ば
必
ず
国
・

県
の
施
策
に
な
る
。先
行
を

願
い
た
い
。

学校給食の充実と無償化を求める請願　【請願の趣旨】
【請願者】
日野町学校給食の無償化を実現する会　代表　岡本明美

【請願の趣旨】
　2023年９月の文部科学省の調査では、全国の自治体の３割、547自治体で学校給食が完
全無償化されていると発表されており、滋賀県内では４自治体で完全無償化、小中学校の
いずれかで無償化を含めると７自治体（37％）で実施されています。
　また、当町における学校給食は住民の願いに応えて自校・直営方式で運営されており、
生徒が配膳当番や準備に関わるなど、食の教育（食育）としての効果が広がっています。学
校給食の無償化によってさらに充実されるものと考えます。
　日本国憲法は、第26条で「義務教育は、これを無償とする」と定めています。
　ところが、実際に無償化されているのは授業料と教科書代に限られており、義務教育
期の子どもがいる家庭の経済的負担は大きいものがあります。重い負担となっているも
のの１つが学校給食費です。さらに、ドリルなどの副教材や体操服、ジャージ、標準服など
様々な負担が重なります。保護者の教育費負担を軽減することが必要です。
　学校給食は単なる食事の提供ではなく、食の教育（食育）として実施されています。
　すべての子どもが、給食費の心配なく平等に給食を食べ、食の教育を受けられるように
するために、学校給食費の無償化を実現するとともに、地元食材を生かした安全で豊かな
給食を実現するため、以下の項目について請願します。

【請願項目】
１．小中学校の給食を無償とすること。
２．小中学校の給食を無償とするための財源措置を国および滋賀県にもとめること。
３．地元の食材を生かし、安全で豊かな給食を実現すること。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

「ひのっこ宣言」とは？
気持ちよく暮らすための “合言葉” である

　
令
和
７
年
３
月
９

日
に
日
野
町
町
村
合

併
70
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ「
ひ
の
っ
こ
宣
言
」が
発

表
さ
れ
た
。特
筆
す
べ
き
は

『「
ひ
の
っ
こ
宣
言
」は
子
ど

も
も
大
人
も
、気
持
ち
よ
く

暮
ら
す
た
め
の“
合
言
葉
”』

と
し
て
、子
ど
も
と
大
人
が

一
緒
に
何
度
も
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
重
ね
つ
く
ら
れ
た
点

が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　
「
ひ
の
っ
こ
宣
言
」の
目
指

す
も
の
に
つ
い
て
、つ
く
ら

れ
た
背
景
、策
定
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動

支
援
」「
非
認
知
能
力
」と
の

関
係
、期
待
す
る
効
果
、今
後

の
活
用
方
法
な
ど
、ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
？
。

　

複
雑
多
様
な
社
会

に
お
い
て
、子
ど
も

も
大
人
も
、自
ら
考
え
判
断

し
、課
題
を
解
決
し
て
い
く

「
生
き
る
力
」が
求
め
ら
れ
て

い
る
。そ
の
土
台
と
な
る「
や

る
気
・
忍
耐
力
・
協
調
性
」と

い
っ
た
非
認
知
能
力
の
育
成

に
向
け
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動

支
援
の
取
り
組
み
が
町
内
全

体
に
浸
透
す
る
よ
う
、ひ
の

っ
こ
宣
言
を
策
定
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。誰
も
が
気
持
ち

よ
く
暮
ら
す
た
め
の
合
言
葉

で
あ
り
、公
募
の
み
な
さ
ん

で
策
定
し
た
。今
後
は
町
民

憲
章
と
並
ぶ
町
づ
く
り
の
理

念
と
し
て
位
置
づ
け
、周
知

だ
け
で
な
く
取
り
組
み
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

町
全
体
の
社
会
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う
し
て
る
？

　
日
野
町
で
は
、各

地
区
公
民
館
活
動
が

盛
ん
で
、こ
れ
は
全
国
で
も

珍
し
く
大
変
恵
ま
れ
た
地
域

文
化
で
あ
る
。し
か
し
、町
全

体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、中

央
公
民
館
が
主
催
し
て
い
た

町
民
大
学
は
令
和
５
年
度
ま

で
で
終
了（
令
和
６
年
度
未

実
施
）す
る
な
ど
、全
町
民
を

対
象
と
し
た
計
画
的
な
教
育

事
業
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
よ

う
に
思
え
る
。お
の
お
の
独

立
性
と
自
主
性
を
持
ち
運
営

し
て
い
る
か
ら
な
の
か
、全

体
で
共
有
さ
れ
る
ゴ
ー
ル
や

課
題
が
見
え
に
く
く
、た
ま

た
ま
の
連
携
は
あ
れ
ど
、補

い
合
う
よ
う
な
連
携
は
感
じ

ら
れ
な
い
。私
は「
公
民
館
に

よ
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
と

温
度
感
が
違
う
の
は
な
ぜ

？
」と
い
う
質
問
を
受
け
る

こ
と
が
あ
る
。社
会
教
育
全

体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
お
こ

な
え
て
い
る
の
か
？
。

　

第
４
期
日
野
町
教

育
振
興
基
本
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、生
涯
学
習

と
社
会
教
育
の
範
疇
を
整
理

し
な
が
ら
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。現
代
的
な
課
題
か
ら

す
る
と
社
会
教
育
の
推
進
を

図
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。公
民
館
の

果
た
す
役
割
を
全
町
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
中
央
公
民

館
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
と
さ
れ
て
き
た
。今

は
生
涯
学
習
課
で
あ
る
け
れ

ど
も
７
つ
の
公
民
館
の
特
色

を
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か

が
重
要
で
、そ
こ
に
は
公
民

館
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。外
部
の
目

線
で
評
価
を
盛
り
込
み
、必

要
最
低
限
取
り
組
む
こ
と
は

遠
慮
な
く
中
央
か
ら
も
お
願

い
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。生

涯
学
習
の
場
で
あ
り
社
会
教

育
の
場
で
あ
る
こ
と
が
そ
の

１
つ
だ
。例
え
ば
、現
代
的
な

課
題
を
学
習
意
欲
の
あ
る
人

だ
け
が
学
ぶ
の
で
は
不
十
分

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。そ

の
よ
う
な
こ
と
を
公
民
館
を

中
心
に
し
て
学
ぶ
こ
と
は
重

要
な
社
会
教
育
で
あ
る
。も

の
さ
し
に
な
る
も
の
を
つ
く

っ
て
、全
町
的
に
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
だ
。ひ
の

っ
こ
宣
言
に
込
め
ら
れ
た
の

は
社
会
教
育
の
理
念
で
も
あ

る
の
で
、生
涯
学
習
と
社
会

教
育
の
振
興
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。

▲日野町町村合併70周年記念式典での発表の様子

　
▶

▲️�

第
4
期
日
野
町

教
育
振
興
基
本

計
画

生
涯
学
習
と
社
会
教
育
の
範
疇
を
整
理
し
て
取
り
組
み
た
い
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一 質般 問

　
日
野
町
文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
が

昨
年
12
月
20
日
に
文
化
庁
の

認
定
を
受
け
、６
月
に
は
推

進
協
議
会
も
発
足
予
定
で
す
。

私
は
文
化
財
の
保
護
や
本
計

画
策
定
、基
金
の
創
設
等
に

つ
い
て
、過
去
に
６
回
の
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、今
回
は
本
計
画
の
今
後

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
計
画
終
了
の
令
和
16
年
度

ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
最

終
目
標
、計
画
終
了
後
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

②
２
月
24
日
の
計
画
完
成
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
町
民
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
が
、本
計
画
認
定
に
よ

り
可
能
と
な
る
取
り
組
み
を

伺
い
ま
す
。

③
本
計
画
の
趣
旨
を
広
く
町

民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
手

立
て
を
伺
い
ま
す
。ま
た
昨

年
９
月
の
一
般
質
問
で
提
案

し
た
未
認
可
文
化
財
の
保
存

活
用
に
利
用
で
き
る
基
金
創

設
の
進
捗
具
合
を
伺
い
ま
す
。

①
10
年
間
を
３
期
に

分
け
74
の
措
置
を
設

定
。今
年
か
ら
文
化
財
の
調

査
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

作
成
、人
材
養
成
事
業
等
に

取
り
組
む
。全
期
間
終
了
後

に
評
価
を
行
い
、未
達
成
分

等
に
つ
い
て
は
次
期
計
画
に

盛
り
込
む
。

②
事
業
内
容
の
見
え
る
化
で

計
画
的
か
つ
継
続
的
な
取
り

組
み
と
推
進
が
で
き
る
。国

庫
補
助
金
の
優
先
採
択
や
補

助
率
加
算
に
よ
る
財
源
確
保

も
可
能
。最
大
の
効
果
は
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に

よ
る
、ひ
と
づ
く
り
、ま
ち
づ

く
り
の
促
進
で
あ
る
と
考
え

る
。

③
出
前
講
座
や
説
明
会
も
状

況
を
見
な
が
ら
開
催
す
る
予

定
で
あ
り
、秋
に
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
計
画
も
あ
る
。基
金

に
つ
い
て
は
現
在
、先
進
事

例
の
調
査
中
で
あ
る
。

計画期間の10年間を3つに区分し多様な観点から
　　　文化財を保存・活用したまちづくりに取り組む

日野町文化財保存活用地域計画の
　　　　　　　　今後の取り組みを問う

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

地域計画完成記念フォーラムでの上
野田芝田楽、日野祭曳山囃子方交
流会の日野祭囃子演奏（2月24日）

住
民
要
望
に
寄
り
添
う
ル
ー
ト
案
で
法
線
決
定
へ
の
最
終
協
議
が

行
わ
れ
て
お
り
、同
盟
会
と
と
も
に
早
期
着
手
へ
向
け
取
り
組
む

県
道
西
明
寺
安
部
居
線
改
良
工
事
第
二
工
区
の
進
捗
を
問
う

　
東
西
桜
谷
住
民
の

30
年
来
の
悲
願
で
あ

る
県
道
西
明
寺
安
部
居
線
改

良
工
事
も
第
１
工
区
が
完
了

し
、第
２
工
区
着
手
を
待
つ

ば
か
り
で
す
。県
が
提
示
し

た
法
線
案
に
対
し
地
元
住
民

か
ら
山
側
に
寄
せ
た
ル
ー
ト

へ
の
変
更
要
望
が
出
て
い
ま

す
が
、県
か
ら
の
回
答
は
あ

り
ま
す
か
。新
た
な
法
線
案

で
は
防
獣
柵
再
整
備
が
必
要

と
な
り
、国
庫
補
助
を
利
用

し
た
い
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。

工
事
完
了
後
、本
県
道
と
国

道
3
0
7
号
は
諸
木
大
橋
北

詰
交
差
点
に
て
接
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、安
全
対

策
は
万
全
で
す
か
。ま
た
、令

和
７
年
度
の
進
捗
予
定
を
具

体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

地
元
住
民
、県
道

西
明
寺
安
部
居
線
改

良
促
進
期
成
同
盟
会
か
ら
の

要
望
に
沿
っ
た
新
た
な
法
線

案
の
提
示
が
県
よ
り
あ
り
、

地
元
か
ら
は「
要
望
を
聞
き

入
れ
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い

る
。今
回
の
法
線
で
了
解
で

あ
る
」と
の
回
答
を
得
た
。防

獣
柵
の
整
備
は
、前
回
整
備

か
ら
本
年
11
月
で
13
年
を
迎

え
る
の
で
、国
庫
補
助
が
利

用
で
き
る
。県
道
と
国
道
の

接
続
部
は
公
安
委
員
会
の
指

導
の
下
、安
全
に
万
全
を
期

し
た
い
。令
和
７
年
度
は
県

と
し
て
法
線
確
定
、測
量
及

び
用
地
取
得
に
向
け
た
準
備

に
取
り
掛
か
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

地元住民の要望に沿うかたちで県より新たに示さ
れた法線案（着色部分）。当初案より山（丸山）
側に寄せ、農業への影響が軽減される。
本路線の工事完了後は現県道が町道へと移管され
るが、その際、賀川神社前の佐久良川に掛かる
常永橋は県により整備された上で町に移管される�
予定。バイパス化された新路線沿いの防獣柵の�
整備にかかる資材購入費には国庫補助金が活用で
きる。

丸山

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
議
員
公
務
の
紹
介
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員
新年あいさつの会 式典 わたむきホール虹 １月 ６日 議員全員

新春懇談会 構成員 ビジネスグリーン
ホテル日野 １月 ６日 議員全員

滋賀県消防協会日野支部消防出初式 来賓 日野公民館 １月12日 議長、副議長、総務常任委員長

必佐小学校６年生議場見学 その他 日野町役場 １月17日 副議長、総務常任委員、錦戸、
松田

市町村議会議員特別セミナー 研修 全国市町村国際文化
研修所

１月20日 
  ～21日 谷口、野矢

二十歳のつどい実行委員会との意見交換会 懇談会 日野町防災センター １月23日 総務常任委員
日野町農業委員会との懇談会 懇談会 日野町防災センター １月29日 議員全員

2025「北方領土の日」県民のつどい 構成員 滋賀県立男女共同
参画センター ２月 ４日 副議長、議会広報常任委員長

日野町国際親善協会理事会 構成員 日野町防災センター ２月 ５日 総務常任委員長
東近江地域社会教育委員連絡会
合同研修会 研修 わたむきホール虹 ２月12日 錦戸、福永、松田、柚木、野矢、

山本、髙橋、加 、後藤、中西
全国町村議会議長会町村議会広報クリニック 研修 全国町村議員会館 ２月17日 福永、柚木
西大路小学校６年生の学習成果の発表会 その他 日野町役場 ２月28日 議員全員
日野町消防団分団別火災防御訓練 来賓 町内 ３月 ２日 谷口、柚木、後藤、西澤
日野町町村合併70周年記念式典 来賓 わたむきホール虹 ３月 ９日 議員全員
町立小学校卒業式 来賓 各町立小学校 ３月19日 各小学校区議員
日野町都市計画審議会 構成員 日野町防災センター ３月27日 福永、野矢、後藤
第76回滋賀県町村議会議長会
定期総会 構成員 滋賀県農業教育情報

センター ３月28日 議長、副議長

町議会議長、副議長研修会 研修 滋賀県農業教育情報
センター ３月28日 議長、副議長

蒲生郡町村議会議長会会計監査 構成員 滋賀県農業教育情報
センター ３月28日 副議長

その他	� 通常公務として日野町議会定例会・臨時会 
一部事務組合（東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会） 
議長公務　24件　などがあります。

議員のうごき議員のうごき （令和７年１月１日～３月31日）

議
長 

杉
浦 

和
人

　
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
犯
罪
抑
止
力
の
向
上
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
で
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
は

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

事
件
発
生
時
の
迅
速
な
解
決
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
有
効
性
か
ら
、
町
内
で

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
推
進
は
、
地
域
の
安
全
性

を
高
め
る
重
要
な
施
策
と
い
え
ま
す
。

　
日
野
町
で
は
令
和
3
年
か
ら
16
地
域
で
46
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
は
滋
賀
県
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進
事

業
交
付
金
（
3
年
間
）、
滋
賀
県
警
の
地
域
見
守

り
カ
メ
ラ
設
置
促
進
事
業
制
度
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
自
治
会
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
や
す

く
な
り
、
地
域
全
体
の
安
全
性
が
向
上
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
通
じ

て
地
域
内
の
犯
罪
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
が
よ
り
強
固
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
共

に
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
で

安
心
な
町
づ
く
り

議
長
コ
ラ
ム

　総務常任委員会では１月23日に二十歳のつどい実
行委員会７名との意見交換会を開催しました。
　「税金の使い道としては何が必要だと思うか」とい
うこちら側の問いに対しては「無料の塾」「デリバリー
のシステム」「カフェ」「スーパー銭湯」等の意見があり
ました。時代と共に変容する行政ニーズをどう捉え対
応するかを学ぶ貴重な意見交換会になりました。

日野町農業委員会との懇談会を実施しました

世代を超えた対話

　１月29日に日野町農業委員会と懇談会を行いま
した。この懇談会は毎年主催者を交代して実施して
います。今年は産業建設常任委員会を中心に議会が
主催し「基幹産業としての日野の農業を守り、発展さ
せるために必要なことは何か」をテーマに約２時間
の対話を行いました。日野町農業委員会の加納文弘
会長のあいさつのあと懇談に入り、10年後の当町の
農業の姿、昨今の米価のこと、桜谷地域農村ＲМО推
進協議会で行なわれた「米づくり」オーナー制度では
多くの応募があったことや、農業委員の熱い思いを
お聞きしました。

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会

公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

懇談会

懇談会

議員公務の一部を紹介するにゃん議員公務の一部を紹介するにゃん
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６月定例会（本会議）のお知らせ【予定】
６月２日（開会・提案説明）　　12日（質疑・一般質問）　　13日（一般質問）　　24日（採決・閉会）

元
日
野
町
議
会
議
員

元
日
野
町
議
会
議
員  

野
嵜
野
嵜  

重
男
氏

重
男
氏（
鎌
掛
）

（
鎌
掛
）

��

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章（
高
齢
者
叙
勲
）

（
高
齢
者
叙
勲
）受
章
受
章

　
野
嵜
氏
は
日
野
町
議
会
議
員
と
し
て
４
期
16
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
、地
域
住
民
の
生
活
、福
祉
の
充
実
と
町
勢
の

伸
長
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
役
場
で
伝
達
式

が
執
り
行
わ
れ
、議
会
か
ら
は
議

長
が
出
席
し
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。野
嵜
氏
か
ら
は「
議
長
に
は

家
族
ぐ
る
み
で
お
世
話
に
な
っ

た
。こ
れ
か
ら
も
町
の
発
展
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
お
気
持
ち
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
を
３

月
に
迎
え
ま
し
た
。
私
達
議
会
も

18
期
の
議
員
が
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
平
成
30
年
３
月
定
例
会
号
の
創
刊

か
ら
７
年
目
と
年
月
は
浅
い
で
す
が
「
身
近
な
議
会
」
を

目
指
し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す

い
議
会
広
報
誌
の
作
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

中
西　
佳
子

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
反

映
し
、分
か
り
や
す
く
・
読
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の

�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　総務常任委員会では１月23日に二十歳のつどい実
行委員会７名との意見交換会を開催しました。
　「税金の使い道としては何が必要だと思うか」とい
うこちら側の問いに対しては「無料の塾」「デリバリー
のシステム」「カフェ」「スーパー銭湯」等の意見があり
ました。時代と共に変容する行政ニーズをどう捉え対
応するかを学ぶ貴重な意見交換会になりました。

日野町農業委員会との懇談会を実施しました

世代を超えた対話

　１月29日に日野町農業委員会と懇談会を行いま
した。この懇談会は毎年主催者を交代して実施して
います。今年は産業建設常任委員会を中心に議会が
主催し「基幹産業としての日野の農業を守り、発展さ
せるために必要なことは何か」をテーマに約２時間
の対話を行いました。日野町農業委員会の加納文弘
会長のあいさつのあと懇談に入り、10年後の当町の
農業の姿、昨今の米価のこと、桜谷地域農村ＲМО推
進協議会で行なわれた「米づくり」オーナー制度では
多くの応募があったことや、農業委員の熱い思いを
お聞きしました。

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会

公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

懇談会
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～ 日野町議会の70年 ～
　３月９日にわたむきホール虹において、日野町町村合併70
周 年 記 念 式 典 が 挙 行されました。司 会は日野 中 学 校 の 生 徒
が 担い、多くの町民の皆さんの出席のなか「日野町70年のあ
ゆみ」の上映・「上野田芝田楽締太鼓（こうずけだ しばでんがく し
めだいこ）」・「日野祭曳山囃子方（ひのまつり ひきやま はやしかた）
交流会の演奏」で始まり「町長式辞」「議長挨拶」「功労者表彰」

「来賓祝辞」と進み、子ども達による「ひのっこ宣言」が披露
されました。最後に、日野少年少女合唱団による合唱で締め
くくられた日野町ならではの素晴らしい式典でした。
　日野町議会においても、町行政との両輪を担ってきた歴史
の主なできごとを振り返りたいと思います。

西 暦 元 号 月 日 主 な で き ご と　

1955 昭和
30年

２月５日 ７か町村議会で一斉に合併の決議

３月16日 新町誕生

４月30日 第１回町議会議員選挙 （定員30人）

1958 昭和
33年

12月24日 議員定数24人に削減

1967 昭和
42年

３月９日 中学校の統合問題で議会解散請求
（リコール）が提出される
（議会任期満了で解散、住民投票は
行われず）

３月24日 議員定数20人に削減

1998 平成
10年

７月28日 日野町女性議会開催

1999 平成
11年

３月５日 議員定数18人に削減

2006 平成
18年

９月22日 議員定数16人に削減

2011 平成
23年

２月３日 議員定数14人に削減

４月１日 日野町議会基本条例の施行

2018 平成
30年

６月15日 日野町議会だより創刊

2025 令和
７年

３月16日 日野町町村合併70周年

▲合併直後の日野町議会

▲現在の日野町議会

▲現：第18期議員（14人）

▲旧日野町役場（大窪）

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
◆発行／日野町議会　　◆編集／議会広報常任委員会

〒529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目1番地
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